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同
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消防管理者

浜田市長

団　長

副団長

浜田消防隊

15分団

金城消防隊

３分団

旭消防隊

５分団

弥栄消防隊

２分団

三隅消防隊

６分団

⑴　消防団ってなに？
　消防団は、消防本部や消防署と同じく法律に基づいて市町村に設
けられている消防機関です。浜田市消防団には、平成23年１月１日
現在1,006人の団員が在籍しています。

⑵　消防団員の身分は？
　消防団員の身分は、特別職（非常勤）の地方公務員
です。それぞれの職業を持った地域住民の皆さんが自
分の意思で消防団に入団しています。

⑶　消防団員になると？
　消防団員には、制服や活動服・アポロキャップなど
が貸与されます。また年報酬・各種手当・退職報奨金
の支給や、表彰・災害補償などの制度があります。

⑷　消防団員の仕事は？
　消防団の任務は、火災や風水害などの災害から地域
を守ることです。
　消防団員は、ふだんは自分の職業に就きながら、災
害が発生したときには、被害が拡大することを防ぐた
めの活動を行います。
　また災害時以外には、火災の予防や住民に対する啓
発など幅広い分野で活動しており、地域の防災リー
ダーの要として重要な役割を果たしています。

【特集１】
地域防災の要～浜田市消防団～

消防団とは
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950

970

990

1,010

1,030

1,050

1,070

42.0
42.5
43.0
43.5
44.0
44.5
45.0
45.5
46.0
46.5

平均
年齢

団員数 平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

年別団員数・平均年齢

1,045
1,036

1,027

1,010

1,024
1,015

1,005 1,008

（定員：1,065人）

前列左から　名原団員・西村団員
後列左から　北尾団員・亀川団員・本田団員・平山団員
　『大学生活を過ごす浜田市で、役に立つことをして恩返しを
したいと思い入団しました。』（本田団員）

三隅消防隊　上手団員
　『まだ、入団したばかりでわからないこ
とだらけですが、地域の皆さんが安心して
日々の生活を送ることができるよう貢献し
ていきたいです。』

　全国的に消防団員が減少傾向にあり、
浜田市消防団でも、消防団員の減少と高
齢化が進んでいます。しかし、多数の人
員を擁

よ う

する消防団の行動力と地域に密着
した活動は、災害が大規模化するほど、
欠かすことのできない存在といえます。
　また、県下８市のうち２番目の大きさ
の面積を持ち、生活区域が広範囲に広が
るこの浜田市では、100人余りの消防職
員だけで大規模災害に対応することは困
難です。ですから消防団の持つ力は必要
不可欠なのです。

　昨年度の新規入団者は、49人でした。
　地域防災の未来を担うリーダーとして期待されま
すが、まだまだ団員数が足りません。もっと多くの
若い力が必要です。
　こんな中、島根県立大学生が浜田市の力になりた
いと、男子学生７人、女子学生３人が入団しました。
卒業までの期間限定ですが、非常にうれしいニュー
スです。

島根県立大学生新入団員から一言

地域を守る若い力

消防団の現状 消防団員が減少！
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出初め式
　年の初めには、火災のない１年を願っ
ての出初め式が行われます。

防火パレード
　火災予防週間には、幼年消防クラブの
子どもたちと火災予防のための広報活動
を行います。

防災水防訓練
　水害や地震による大規模な災害を想定
した浜田市防災水防訓練に参加し、いざ
というときに備えた訓練を行います。

年末警戒
　火災の発生しやすい時期にあわせ、地
域の住民に火災の注意喚起を行います。

機械器具の点検
　火災発生時など、速やかに消火活動が
できるよう、消防車やポンプの整備は欠
かせません。

　このほかにも、災害から地域を守るた
め、様々な活動を行っています。中でも
『ポンプ操法』は、消防団員の士気高揚
を図るための重要な活動です。

消防団の活動紹介 消防団は、こんな活動をしています！
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　浜田市に在住する18歳以上の健康な人であれば
誰でも入団できます。
　私たちの生まれ育った郷土を守るため、あなた
の力が必要です。　

入団の申込み・問い合わせ先
市消防本部警防課　　（☎�０１１９）
市金城支所自治振興課（☎�１２３４）
市旭支所自治振興課　（☎�１４３３）
市弥栄支所自治振興課（☎�２１１１）
市三隅支所自治振興課（☎�２８０１）

『ポンプ操法』とは
　消火技術の向上と、迅速・確実・安全に行動する
ための操作技術を要約して取り入れた操法で、消防
ポンプとホースを使って放水を行い、標的を倒すま
での時間と操作の正確性を競うものです。
　毎年８月には島根県消防操法大会が開催され、県
下の各消防団を代表して選手が出場し競技を行いま
す。大会に向けての訓練を行うことで、団員同士の
結束力を深めることにもつながります。
　今年開催される『第55回島根県消防操法大会』は
地元浜田市での開催が決定しています。

音楽隊の活動も行っています

消防団員募集 私も入団できるかな？
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市
営
バ
ス
の
運
賃
を
見
直
し
ま
す

　

浜
田
市
全
体
の
市
営
バ
ス
運
賃
や
割
引
制
度
を

統
一
し
ま
す
。

廃
止
バ
ス
路
線
の
代
替
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　

平
成
23
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
、
石
見
交
通
株

式
会
社
が
運
行
す
る
バ
ス
路
線
「
長
見
弥
栄
線
」

「
浄
光
寺
・
美
又
線
」「
新
広
浜
線
」「
波
佐
線
の

一
部
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
廃
止
さ
れ
る
バ
ス
路
線
の
代
替
交
通

と
し
て
市
営
バ
ス
路
線
「
金
城
路
線
」「
弥
栄
野

原
路
線
」
を
新
設
し
、
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
の
移

動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

　

こ
の
新
設
路
線
だ
け
で
な
く
、
旭
・
三
隅
自
治

区
の
市
営
バ
ス
、
ま
た
民
間
の
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
の
列

車
な
ど
、公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
利
用
が
不
可
欠
で
す
。

　

通
勤
・
通
院
・
買
い
物
な
ど
で
お
出
掛
け
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、「
新
広
浜
線
」
の
廃
止
に
伴
い
、
北
広

島
町
の
総
企
バ
ス
が
、
金
城
町
小
国
橋
ま
で
運
行

延
長
し
ま
す
。

　

時
刻
表
な
ど
詳
し
く
は
、
総
合
企
画
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８
２
６
�
１
１
９
９
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　バス料金を各自治区で片道一律200円に統一します。
　自治区を越える区間で利用する場合は400円になります。
　小学生は通常運賃の半額、小学校就学前の子どもは無料です。

　身体障害者・戦傷病者・被爆者健康・精神障害者保健福祉・
療育手帳所持者は、通常運賃から半額減免（例200円→100円）
します。この減免は、回数乗車券及び定期乗車券にも適用します。
　運賃の支払時及び乗車券購入の際は、手帳を提示してください。
　なお、複数種類の手帳を所持していても重複した減免は行い
ません。

　販売場所は、市役所本庁２階定住対策課・各支所自治振興課
（三隅支所は市民課）・三隅自治区内各公民館・アクアみすみ・
浜田駅市民サロンです。
　回数乗車券・定期乗車券の金額は次のとおりです。

11回回数券・・・・10回分の額（全路線共通）
１か月定期券・・・60回分の60％の額（通学定期は50％）
３か月定期券・・・１か月定期券の３倍の95％の額
６か月定期券・・・１か月定期券の６倍の90％の額

【問い合わせ先】
　本庁定住対策課

（☎�９２２１）
　市金城支所自治振興課

（☎�１２３４）
　市旭支所自治振興課

（☎�１４３３）
　市弥栄支所自治振興課

（☎�２１１１）
　市三隅支所自治振興課

（☎�２８０１）

※　通学定期券を購入する際は、在学していることを確認できるものが必要です。
　　身分証明書（学生証）や合格通知書・入学許可書などを持参してください。

【特集２】【特集２】
４月から市営バスが変わります４月から市営バスが変わります

【市営バスの運賃を統一します】

【減免制度を統一します】

【3月15日㈫から
　　回数乗車券及び定期乗車券を販売します】
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弥
栄
支
所

栃
木
口

西
河
内

小　

坂

畑
入
口

大
長
見
大
橋

梨
木
峠

長　

見

十
文
字
原

西
岡
公
民
館

三
階
山
口

三
階
一
町
内

野
原
公
民
館

い
わ
み
ー
る

島
根
県
立
大
学

１便　上り 6:50 6:52 6:54 6:57 7:03 7:08 7:13 7:17 7:21 7:24 7:27 7:33 7:36 7:40 7:42
２便　下り 8:35 8:33 8:31 8:28 8:22 8:17 8:12 8:08 8:04 8:01 7:58 7:52 7:49 7:45 7:43
３便　上り 9:15 9:17 9:19 9:22 9:28 9:33 9:38 9:42 9:46 9:49 9:52 9:58 10:01 10:05 10:07
４便　下り 11:04 11:02 11:00 10:57 10:51 10:46 10:41 10:37 10:33 10:30 10:27 10:21 10:18 10:14 10:12
５便　上り 13:15 13:17 13:19 13:22 13:28 13:33 13:38 13:42 13:46 13:49 13:52 13:58 14:01 14:05 14:07
６便　下り 15:04 15:02 15:00 14:57 14:51 14:46 14:41 14:37 14:33 14:30 14:27 14:21 14:18 14:14 14:12
７便　上り 17:00 17:02 17:04 17:07 17:13 17:18 17:23 17:27 17:31 17:34 17:37 17:43 17:46 17:50 17:52
８便　下り 18:50 18:48 18:46 18:43 18:37 18:32 18:27 18:23 18:19 18:16 18:13 18:07 18:04 18:00 17:58

主な
バス停

便

≪金城路線≫　運休日なし

　廃止される石見交通バス路線「浄光寺・美又線」及び「波佐線の一部」の代替バスとして、福
原集会所～金城支所間を運行する市営バスです。
　金城路線では、スクールバスの空き時間などを利用して市営バスを運行します。運賃は片道一
律200円です。
　浜田駅方面・今市方面は、石見交通バス「波佐線」「瑞穂線」に乗り継ぎが必要です。

≪弥栄野原路線≫　運休日：日曜日及び12月31日～１月３日

　廃止される石見交通バス路線「長見弥栄線」の代替バスとして、弥栄支所
から長見・三階地区を経由し、島根県立大学まで運行する市営バスです。
　島根県立大学～市街地間（浜田駅方面など）は、石見交通バス「大学線」
に乗り継ぎが必要です（大学線の運賃は片道100円です）。
　運賃は自治区内片道一律200円、自治区をまたがる場合は400円です。

※　時刻表は主なバス停のみ記載しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
http://www.city.hamada.shimane.jp/kurashi/koutsu/bus.html
※　各地区で現在運行している、予約型乗合タクシー（どんちっちタクシー・かなぎふれあい号・

さんさん号・やうね号）も引き続き運行します。

福
原
集
会
所

大
元
集
会
所

追
原
郷
集
会
所

美
又
温
泉

滝
原
橋

美
又
口

岩　

塚

宇
栗
口

浄
光
寺

久
佐
郷
集
会
所

上
長
屋
集
会
所

ふ
れ
あ
い
会
館

（
バ
イ
パ
ス
側
）

下
長
屋

金　

田

金
城
支
所

１便
上り

平 日
7:20 7:22 7:23 7:25 7:27 7:30 7:34 7:37 7:41 7:42 7:46

7:21 7:24 7:28 7:33 7:35 7:39 7:40 7:44
土・日
祝 日 7:02 7:04 7:06 7:09 7:13 7:24 7:28 7:33 7:35 7:39 7:40 7:44

２便　下り 11:33 11:31 11:29 11:26 11:23 11:12 11:08 11:03 11:01 10:58 10:57 10:53
３便　上り 13:45 13:47 13:49 13:52 13:55 14:06 14:10 14:15 14:17 14:20 14:21 14:25
４便　下り 15:17 15:15 15:13 15:10 15:07 14:56 14:52 14:47 14:45 14:42 14:41 14:37
５便　上り 17:05 17:08 17:09 17:13
６便　下り 18:23 18:21 18:19 18:16 18:13 18:02 17:58 17:53 17:51 17:48 17:47 17:43
７便　上り 18:40 18:43 18:44 18:48
８便　下り 19:30 19:28 19:26 19:23 19:20 19:09 19:06 19:01 18:59 18:56 18:55 18:51

主な
バス停

便

【新たに市営バス「金城路線」と
「弥栄野原路線」を４月１日㈮から運行します】
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その他　2.2％

その他　6.0％

繰入金　2.4％

地方債
15.2％

国県支出金
19.5％

地方交付税
30.6％

市税
20.2％

使
用
料
及
び
手
数
料 

1.4
％

地
方
譲
与
税 

1.2
％

依
存
財
源 

68.7
％

自
主
財
源 

31.3
％

分
担
金
及
び
負
担
金 

1.3
％

※１

※２

【歳入】

決算額は372億768万円（対前年度比13.5％増）、翌年度へ繰り越す財源3,441万円を除いた実質収
低迷、税収入の落ち込みや、子ども手当をはじめとした更なる国の政策見直しが見込まれるなど、
続可能な財政体質の確立に努める必要があります。

歳入総額　　376億4,357万円

※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行などから

借り入れた収入のことです。

■特別会計　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事業勘定 6,799,564 6,713,882
直診勘定 287,196 287,196

駐 車 場 事 業 68,026 65,703
住宅新築資金等貸付事業 1,237 981
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 16,984 15,697
老 人 保 健 医 療 事 業 61,096 63,430
国 民 宿 舎 事 業 76,824 76,824
公 共 下 水 道 事 業 585,783 585,715
農 業 集 落 排 水 事 業 1,123,697 1,123,621
漁 業 集 落 排 水 事 業 57,223 57,210
生 活 排 水 処 理 事 業 60,769 60,751
簡 易 水 道 事 業 1,154,183 1,153,568
後 期 高 齢 者 医 療 1,407,634 1,407,487

内訳　・翌年度繰越金　　　3,441万円…平成22年度に延長して行う事業に充てられます。
　　　・剰余金　　　　　４億148万円…「財政調整基金」などに積立を行います。

■公営企業会計　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業
収益的収支 974,877 961,367
資本的収支 101,894 533,374

工業用水道事業
収益的収支 101,613 82,648
資本的収支 9,570 9,570

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特
定の収入で支出を賄う特別会計が12あり
ます。また、地方公営企業法の適用を受け、
独立採算制を原則とした水道事業・工業
用水道事業の公営企業会計があります。

区　　　分
具体的な内容

決　算　額

自
主
財
源

市　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・
たばこ税・入湯税などがあります。76億1,985万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。
保育料・福祉施設入所負担金など。４億7,660万円

使用料及び手数料
市の施設の使用料や、住民票などの発行手数料などです。

５億1,414万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（下段参照）か

ら移し入れたお金です。９億1,304万円
そ　の　他

預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入などがあります。
22億7,293万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準
が市に配分されます。４億4,645万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行え
るよう、国から交付されるお金です。所得税や法人税・消費
税・酒税などを配分しています。115億1,556万円

国県支出金
市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担するお金です。

73億2,516万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路や学校建設など）を行うため

に、国や銀行から借りたお金です。57億3,320万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付

金・自動車取得税交付金・配当割交付金などがあります。８億2,664万円

歳入歳出差引額　４億3,589万円

状況をお知らせします
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総務費
16.8％

公債費
15.7％

教育費
7.7％

土木費
12.4％

衛生費
14.5％

商工費  3.3％

消防費 3.1％

農林水産業費
6.0％

民生費
19.6％

その他
0.9％

平成21年度浜田市決算

【歳出】

　平成21年度の一般会計決算状況は歳入決算額が376億4,357万円（対前年度比11.2％増）、歳出
支で４億148万円の剰余金が生じました。市の各種財政指標は改善しているものの、長引く景気
先行きが不透明であるため、引き続き「中期財政計画」に沿って行財政改革を確実に実行し、持

歳出総額　　372億768万円

決算額（一般会計）を10,000分の１にして12で割り、１か月分の家計簿
風にしてみると…

支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ４万９千円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万４千円
医療費・保育料など 扶助費 ４万円
ローンの返済金 公債費 ４万９千円
子どもへの仕送り 繰出金 ２万７千円
家の増築費・新車購入 普通建設費・災害復旧費 ６万１千円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ２万８千円
定期預金 積立金 １万４千円
家や車の修理代・
友人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 ８千円

支　出　合　計 31万円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万３千円
家賃収入 使用料及び手数料など ２万７千円
預金の取崩し 繰入金 ８千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 10万７千円
兄弟からの援助 国県支出金 ６万１千円
借金 地方債 ４万８千円

収　入　合　計 31万４千円

　毎月約４千円の黒字となり、１年で約４万４千円となり
ました。そのうち、約４千円を翌年度に持っていき、残っ
た約４万円を『財政調整基金』銀行などに預金しました。

旭ケ丘団地建替整備事業
（事業費１億4,858万円）

ふるさと体験村改修事業
（事業費1,453万円）

平成21年度に実施した事業

区　　　分
具体的な内容

決　算　額
総　務　費

庁舎の管理・徴税・選挙などに使いました。
62億4,155万円

民　生　費 高齢者や障がいのある人・生活保護・子育て支援などに使い
ました。72億9,166万円

衛　生　費 ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使い
ました。53億8,880万円

農林水産業費
農業や林業・漁業の振興などに使いました。

22億4,036万円
商　工　費

商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。
12億1,188万円

土　木　費
道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。

46億2,319万円
消　防　費

消火活動・救急救命などに使いました。
11億4,968万円

教　育　費 小中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習な
どに使いました。28億8,314万円

公　債　費
借金の返済に使いました。

58億2,536万円
そ　の　他

議会の運営・勤労青少年ホームの運営などに使いました。
３億5,206万円

浜田さん家の家計簿を見てみましょう！！
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期日前投票は浜田市内どこの期日前投票所でも投票
ができます。

投票日は４月10日㈰です

１　

平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
人

２　

平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
浜
田
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人

県
内
へ
転
出
し
た
人

　

証
明
書
※
又
は
住
民
票
を
浜
田

市
の
（
転
出
前
の
）
投
票
所
で
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す（
期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
も
同
様
で
す
）。　

　

こ
の
方
法
に
よ
り
浜
田
市
で
投

票
で
き
る
人
に
は
、
そ
の
旨
の
案

内
文
を
送
付
し
ま
す
。

県
外
へ
転
出
し
た
人

　

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

県
外
か
ら
転
入
し
た
人

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転

入
届
を
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

す
。

県
内
か
ら
転
入
し
た
人

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転

入
届
を
出
し
た
人
は
、
浜
田
市
で

投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ
よ
り
後
に

転
入
届
を
出
し
た
人
は
、
転
入
前

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
転
居
し
た
人

　

平
成
23
年
３
月
23
日
以
降
に
転

居
届
を
出
し
た
人
は
、
前
住
所
の

投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

※　
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
、
ど

こ
の
市
町
村
の
住
民
票
担
当
窓

口
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
（
料

金
は
無
料
で
す
）。
県
内
の
ほ

か
の
市
町
村
に
転
出
し
た
後
、

更
に
別
の
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合
は
投
票
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
の
選
挙
で
は
、
次
の

投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
変
更

程
原
地
区　
程
原
上
集
会
所
か
ら

程
原
下
集
会
所
に
変
更

谷
地
区　
福
浦
集
会
所
か
ら
三
保

公
民
館
に
変
更

名
称
変
更

・
旧
宇
野
小
学
校
か
ら
国
府
公
民

館
宇
野
分
館
に
変
更

・
旧
お
ぐ
に
会
館
か
ら
小
国
ま
め

な
館
に
変
更

※　

平
成
22
年
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
、
投
票
所
の
統
合
・

再
編
（
１
０
４
投
票
所
か
ら
78

投
票
所
）
を
行
い
ま
し
た
。
変

更
と
な
っ
た
投
票
所
は
、
別
表

（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
と
お
り

で
す
。
投
票
所
入
場
券
に
も
投

票
所
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
25
日
㈮
ご
ろ
に
発
送
し
ま

す
。
１
枚
の
は
が
き
に
、
世
帯
別

で
最
大
６
人
分
の
投
票
所
入
場
券

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
必
ず
切

り
離
し
て
、
各
自
で
投
票
所
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た

場
合
で
も
、
受
付
に
そ
の
旨
を

申
し
出
る
と
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
受
付
に
提
出

し
、
名
簿
対
照
の
後
、
投
票
用
紙

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
島
根
県
知
事
選
挙
の
投
票

用
紙
（
白
色
紙
に
黒
色
印
刷
）
を

渡
し
ま
す
。
投
票
し
た
い
候
補
者

１
人
の
氏
名
の
上
の
欄
に
備
付
け

の
ス
タ
ン
プ
ペ
ン
で
○
印
を
押
し

（
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の

場
合
は
、
投
票
し
た
い
候
補
者
１

人
の
氏
名
を
記
入
し
）、
指
定
の

投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
島
根
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
（
あ
さ
ぎ
色
紙
に
黒
色

印
刷
）
を
渡
し
ま
す
。
投
票
し
た

い
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
入

し
、
指
定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

　

投
票
開
始
時
間
は
、
午
前
７
時

か
ら
で
、
投
票
終
了
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

投票終了時間 投票区

浜田

午後８時 第１～第35(下記の９か所を除く)

午後７時
第９（細谷）・第10（長見）・第13（宇津井）・第20（美川東）・
第21（美川西）・第26（大麻）・第31（久代）・第32（宇野）・
第33（有福）

金城 午後７時 第36～第44
旭 午後７時 第45～第53

弥栄
午後７時 第54（弥栄会館）・第58（日高集会所）・第61（老人憩いの家）
午後６時 第54～第62(上記の３か所を除く)

三隅 午後７時 第63～第78

島
根
県
知
事
選
挙
・

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

島
根
県
知
事
選
挙
・

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
で
き
る
人

住
所
を
変
更
し
た
人

投
票
す
る
場
所

投
票
所
入
場
券

投
票
方
法

投
票
時
間
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投
票
用
紙
を
受
け
取
る
前
に
、

係
員
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ

り
ま
す
が
、
使
い
慣
れ
た
点
字
器

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

使
用
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

点
字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
な
ど

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
人
は
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を

記
載
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
で

定
め
る
代
理
者
が
代
わ
っ
て
記
載

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係

員
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

投
票
日
当
日
に
、
出
張
や
旅
行

な
ど
で
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

や
、
病
気
や
出
産
・
身
体
の
障
が

い
な
ど
で
投
票
所
へ
の
入
場
が
困

難
な
場
合
に
、
告
示
日
の
翌
日
か

ら
投
票
日
前
日
ま
で
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
25
日
㈮
～
４
月
９
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
２
日
㈯
～
９
日
㈯

※　

３
月
25
日
㈮
か
ら
４
月
１
日

㈮
ま
で
は
島
根
県
知
事
選
挙
の

期
日
前
投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※　

印
鑑
は
不
要
で
す
（
投
票
所

入
場
券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）。

期
日
前
投
票
所

　

次
の
５
か
所
で
す
。
住
所
地
の

自
治
区
以
外
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
田　
市
役
所
本
庁
４
階
講
堂

金
城　
金
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭　
　

旭
保
健
セ
ン
タ
ー

弥
栄　
弥
栄
会
館
２
階
小
研
修
室

三
隅　
市
役
所
三
隅
支
所
分
室

受
付
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
25
日
㈮
～
４
月
９
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
２
日
㈯
～
９
日
㈯

※　

３
月
25
日
㈮
か
ら
４
月
１
日

㈮
ま
で
は
島
根
県
知
事
選
挙
の

不
在
者
投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
３
年
３
月
27
日
か
ら
４
月
11

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
の
不
在
者

投
票

　

前
記
の
期
日
前
投
票
所
に
お
い

て
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
入
所
者
で
、
都
道
府
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
指
定
し
た
施
設
で

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
に
、
本
人
か
ら
直
接
又
は

投
票
管
理
者
（
病
院
長
な
ど
）
を

と
お
し
て
、
浜
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

市
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う
不

在
者
投
票

　

出
張
・
旅
行
な
ど
で
不
在
と
な

り
、
投
票
日
当
日
の
投
票
や
期
日

前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在

し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

事
前
に
浜
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便

等
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
の
所
持
者
や
介
護
保
険
の
要

介
護
者
の
う
ち
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
浜
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

４
月
６
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
請
求

書
に
本
人
が
署
名
を
し
て
、
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
が
い
が
１
級
又
は
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
が

い
が
１
級
又
は
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１
級

か
ら
３
級
の
人

２　

戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
が
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の

人
○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓

の
障
が
い
が
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
ま
で
の
人

３　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要

介
護
者
で
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
の
人

※　

肝
臓
の
障
が
い
に
該
当
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
４

月
１
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

郵
便
等
投
票
対
象
者
の
う
ち
、
代

理
記
載
に
該
当
す
る
場
合

　

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵

便
等
投
票
に
該
当
す
る
人
で
、
次

の
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
本
人
に

代
わ
っ
て
代
理
人
が
自
宅
な
ど
で

投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
浜
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
代
理

記
載
用
の
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
、
４
月
６
日
㈬
ま
で

に
所
定
の
請
求
書
に
代
理
人
が
署

名
を
し
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

で
、
上
肢
・
視
覚
の
障
が
い
が

１
級
の
人

２　

戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者

で
、
上
肢
・
視
覚
の
障
が
い
が
、

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

の
人

不
在
者
投
票
用
紙
の
請
求
及
び
受

付
先市

選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
６
９

７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
）

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
て
い
る
船
員
が
投
票

所
で
投
票
す
る
と
き
は
、
投
票
所

入
場
券
と
一
緒
に
必
ず
こ
の
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
証
明

書
の
提
示
が
な
い
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
）。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
又
は
事
業
所
の
担
当
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

代
理
投
票

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
る
船
員
の
投
票
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４
月
８
日
㈮
ま
で
に
全
世
帯
へ

配
布
し
ま
す
が
、
万
一
届
か
な
い

と
き
は
、
浜
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
及
び
各
支
所
に
も
備
え
て
い
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
10
日
㈰
午
後
９
時
５
分
か

ら
、
県
立
体
育
館
で
開
票
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
１
０
）

（別表）　前回の選挙から、統合・再編となった投票所一覧
新投票所 旧投票所 対象区域

浜
田

原井幼稚園 原井幼稚園 高田町・栄町・京町・蛭子町・真光町
浜田ひかり保育所 原町・瀬戸見町・清水町

原井小学校 原井小学校 片庭町・港町・瀬戸ケ島町
あおい保育園 大辻町・元浜町

金
城

ときわ会館（波佐公民館）

若生まなびや館 若生

ときわ会館（波佐公民館） 西谷上・亀谷原・新井屋原・馬場・菅沢・弋手原・
東谷上・東谷下・登り谷・大井谷・郷

三栄会館 三栄・深笹上・深笹下・後山

小国まめな館（旧おぐに会館） 柚根集会所 柚根
旧おぐに会館 徳田上・徳田中・徳田下・小国郷・田ノ原

旭

都川高齢者活動促進センター

岩畳生活改善センター 都川１
東都川集会所 都川２
都川高齢者活動促進センター 都川３・都川４
西都川集会所 八ツ木・都川５・都川７

和田公民館
和田生活改善センター 下和田・大石谷・和田町・天津谷・上和田・柏

尾谷
重富生活改善センター 上重富・下重富
本郷生活改善センター 下本郷・上本郷

木田生活改善センター
木田生活改善センター 木田１～４
しろつの生活センター 木田５～８
山ノ内生活改善センター 山ノ内

市木生活改善センター
越木集会所 平松・越木
市木生活改善センター 内ヶ原・貝崎
早水生活改善センター 中郡・早水

弥
栄

弥栄会館
弥栄会館 稲代・寺組・宮組・本郷下
大坪集会所 大坪
栃木中央公民館 高坂谷・金岡・六歩谷

日高集会所 日高集会所 門田・青尾・日高・西河内
小坂集会所 小坂

老人憩いの家 老人憩いの家 塚の元・錦ヶ岡・大斉・西の郷・沖三・小熊・
下谷

野坂集会所 野坂

三
隅

海石集会所 海石集会所 森溝上・森溝下・海石・岡崎・小野
駅前集会所（一部） 鼓田

三隅公民館
市役所三隅支所 三隅１区～４区

三隅公民館 日の原・田原・向野田１区・向野田２区・海老谷・
畑

矢原自治会館 矢原集会所 矢原郷・松柄・大辻・梅の木原

三保公民館

上古市集会所 上古市
中組集会所 下古市・門殿・中組
古市場漁村センター 古湊西・古湊東
三保公民館 湊下町・湊上町・湊セド町
駅前集会所（一部） 八曽・駅前・谷

岡見公民館 岡見公民館
西の谷西・西の谷東・宮ヶ迫・床並・栃の木・板ヶ
峠・岡見郷・東高縄・西高縄・朝日ヶ丘・中山西・
中山東

岡見駅舎 青浦・須津１区～６区
井野小学校 井野児童館 石浦・市場・久根郷・大口

みのり会館
小原集会所 上小原・下小原
みのり会館 西下今明・東下今明・上今明
芦谷集会所 本谷・東中芦谷・西中芦谷・下芦谷

選
挙
公
報
の
配
布

開
票
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100,0000 400,000 500,000300,000200,000
（単位　円）

一般行政職　328,321円

技能労務職　318,530円

平均年齢　43.0歳

平均年齢　46.8歳

100,000

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 400,000300,000200,000
（単位　円）

140,100円

161,600円
172,200円

140,100円
浜田市
国

給料
25億7,670万1千円

職員手当
3億3,919万

　　8千円

期末･勤勉手当
9億4,510万
　　　7千円

※　職員手当は
退職手当を含
みません。
（平成22年4月
1日一般会計予
算人員：663人）

給与費合計
38億6,101万円

1人あたり
 582万4千円

1　人件費の状況(平成21年度普通会計決算）
人件費(16.0％ )

59億3,328万6千円

歳出額
371億

9,088万4千円
人件費以外
312億5,759万

8千円

※　人件費は特別職の給与･報酬を含みます。
　（平成21年3月31日住民基本台帳人口：59,476人）

２　職員給与費の状況(平成22年度一般会計当初予算）

３　一般行政職の初任給の状況（平成22年4月1日現在）

４　平均給料の状況（平成22年4月1日現在）

　市職員の給与などの状況については、市議会の審
議をとおして明らかにされているところですが、市
民の皆さんに給与などを知ってもらうために、その
あらましを公表します。
　なお、詳細については、３月中に市ホームページ
に掲載しますので、併せてご覧ください。

５　職員手当の状況（平成22年4月1日現在） 6　特別職の報酬などの状況（平成22年4月1日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

退
職
手
当

区　分 浜田市 国
自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

同じ勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨
特例措置（2％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区　分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６ 月 期 1.25月分 0.675月分 1.25月分 0.700月分
12 月 期 1.40月分 0.675月分 1.50月分 0.700月分

計 2.65月分 1.350月分 2.75月分 1.400月分

加算措置 有　（職制上の段階･職務の級
等による加算措置　5～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容(月額) 国
配偶者 13,000円 

同じ

配偶者のない職員の場合の扶養親
族のうち１人 11,000円 

その他の扶養親族 6,500円 
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円 

住
居
手
当

浜田市の内容(月額) 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

通
勤
手
当

浜田市の内容(月額) 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55,000円 55,000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
43㎞以上 2,500円～29,500円 ２㎞～60㎞

以上の区分
で2,000円
～24,500円
の範囲内で
支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
33㎞以上 2,000円～25,500円

自転車使用者 ２㎞以上 2,000円 

（原動機付自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。）

区　分 給料･報酬月額 期末手当
市 長 810,000円   (支給割合)
副 市 長 670,000円 ６月期 1.40月
自治区長 540,000円 12月期 1.55月
議 長 430,000円 計 2.95月
副 議 長 360,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議 員 330,000円

（１）健康診断受診者数（平成21年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 237 

特殊
健診

指曲がり症健診 0 
定 期 健 康 診 断 523 頸肩腕健診 1 
採用時等健康診断 6 ＶＤＴ作業健診 17 
臨時嘱託職員健康診断 222 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 137

（２）公務災害の認定状況（平成21年度）
区　　分 認定件数

公 務 災 害 7
通 勤 災 害 0

（３）職員互助会事業について（平成21年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 6,587,468円
公費負担率（事務費などを除く） 30.7%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 5,180円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

平成22年度 市職員の給与などの状況
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

　

新
浜
田
市
が
誕
生
し
て
５
年
に

な
り
ま
す
が
、
市
内
に
は
、
野
球

場
や
体
育
館
な
ど
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
設
の
有
効
活
用
の
た
め
に
、
県

外
と
く
に
広
島
方
面
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
全
て

の
旧
市
町
村
に
野
球
場
が
あ
り
、

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
多
目
的
広
場

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
浜
田
自
治

区
に
は
武
道
館
や
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
場
、
金
城
自
治
区
に
は
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
、
旭
自
治
区
に

は
ス
キ
ー
場
、
弥
栄
自
治
区
に
は

フ
ッ
ト
サ
ル
場
、
浜
田
及
び
三
隅

自
治
区
に
は
温
水
プ
ー
ル
と
い
っ

た
特
色
あ
る
施
設
が
あ
り
、
こ
う

し
た
施
設
を
利
用
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
目
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
は

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
状
況

は
十
分
と
は
い
え
ず
、
有
効
活
用

は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
、
広
島
市
に
設
置

し
て
い
る
、「
浜
田
市
広
島
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
広
島
方
面
か

ら
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の

“
合
宿
の
誘
致
”
を
推
進
し
有
効

活
用
し
て
も
ら
い
、
更
に
宿
泊
施

設
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。」

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、

こ
の
合
宿
誘
致
の
取
り
組
み
は
、

旧
金
城
町
時
代
に
広
島
市
内
の
自

治
会
、
公
民
館
の
子
ど
も
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、

現
在
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
中

心
と
し
た
地
域
間
交
流
へ
と
発
展

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
案
を
基
に
、
早
速
、
合

宿
誘
致
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

ま
ず
は
、
市
内
に
多
数
存
在
す
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
「
地
域
の
宝
」

と
位
置
付
け
、
全
国
の
皆
さ
ん
に

広
く
紹
介
す
る
た
め
、
市
教
育
委

員
会
と
共
同
し
て
「
合
宿
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
近
く
に
は
、

疲
れ
を
癒
す
温
泉
や
各
種
観
光
施

設
、
ま
た
海
・
山
・
川
を
利
用
し

た
多
く
の
自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
利
点
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
市
や
民
間
の

既
存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討

し
て
、
長
く
滞
在
し
て
い
た
だ
け

る
良
い
ア
イ
デ
ア
が
な
い
か
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ん
と
、
知
恵
を

絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
浜
田
で
合
宿
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
全
国
の
皆
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

「春節」とは、旧正月のことを指します。中国
では毎年、春節の日が違います。なぜなら、中国
の人々は旧暦に従って農作業を行うため、旧暦の
１月１日から15日までは春節と決まっているので
す。大晦日にあたる前夜は「年

にぇん

三
さ ん

十
し

」と呼ばれ、
１日は「正

じぇん

月
ゆ え

初
ちゅう

一
い ー

」、15日は「正
じぇん

月
ゆ え

十
し

五
う ー

」と呼ば
れています。

幼いとき、春節を過ごす（過
ぐ ぉ

年
にぇん

）ほど、楽しい
ことはありませんでした。春節のときにだけ新し
い衣装を買ってもらえたのは、その貧しい時代の
一番の楽しみでした。大晦日の朝、早々、親に起
こされて公衆浴場まで連れられ入浴しました。そ
れから、新しい衣装を着て、いくらかの爆竹を手
にして外へ子どもたちと遊びに行きました。線香
で爆竹に火をつけ、空へ飛ばした瞬間、パンっと
いう音が幼い私の心まで響いたことを今でも覚え
ています。また、大人たちは春節の１週間前に様々
な準備を始めました。部屋の大掃除、春節の食べ
物、年始回りのためのプレゼントなど。過去の１
年とさっぱり別れ、新しい１年を大事に迎えよう
という気持ちが、この１週間に詰め込まれていま
した。

私の少年時代の春節は、大晦日の夜、家族そろっ

て楽しい話をしたり、おいしいごちそう（年
ね ん

夜
や

飯
は ん

）を食べたり、テレビ番組を見たりして温かい
雰囲気でした。そして、午前０時を過ぎた途端に、
外から聞こえる巨大な爆竹の音に起こされまし
た。各家庭とも去年の無事と迎える年の安全を祈
念して、惜しむことなく大量の爆竹を空に飛ばし
ていきました。「新年おめでとう」（過

ぐ ぉ

年
にぇん

好
は お

）と
あいさつすると、お年玉をもらえました。それが
何よりの楽しみでした。その後、既に食卓の上に
準備された餃子を食べる時間になりました。ふだ
んはめったに食べられないので、余計においしく
感じました。今でもあの味が忘れられません。そ
れから年始回りなどで楽しい毎日が続きました。

ところで、「正月十五」は「元
げ ん

宵
しょう

節
せ つ

」とも呼ば
れ、「元

げ ん

宵
しょう

団
だ ん

子
ご

」を食べる習慣があります。一家
団らんをイメージする丸い「元宵団子」は、楽し
い春節を送り、新しい１年を迎えることを意味し
ています。

春節は、貧しく乏しいあの時代に、ちょっとし
た楽しみを持つ子ども、その楽しみで満足できる
子どもにとって、心の宝物でありました。

１月30日㈰「第13回島根県雪合戦大会開会式」
氷点下６度の旭自治区市木にて

思い出の春節
浜田市国際交流員　王　一鳴

新・お元気ですか�
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性
化

保
険
・
医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
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活
・
環
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
３
月
１
日
㈫

か
ら
７
日
㈪
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
を
守
る

合
言
葉

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
図
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

早
期
設
置
を
促
進
す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

火
災
概
況

　

市
で
は
、
昨
年
48
件
の
火
災
が

発
生
し
、
７
、
６
３
８
万
円
余
の

損
害
が
あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数

は
、
こ
こ
10
年
の
平
均
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
。
こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
り

２
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
５
人
が
負

傷
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
、

第
１
位　
た
き
火　
　
　

16
件

第
２
位　
た
ば
こ

取
灰　
　
　

各
３
件

第
４
位　
コ
ン
ロ　
　
　

２
件

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
風
の

強
い
日
は
避
け
、
周
囲
の
燃
え
や

す
い
物
を
取
り
除
い
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を

掛
け
て
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ

う
。

　

倉
庫
や
物
置
な
ど
、
夜
間
無
人

と
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確
実
に

行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

て
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
の
火
種
は
小
さ
く
、
炎

を
上
げ
て
燃
え
出
す
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
就
寝
後
や
外
出
後

に
火
災
と
な
っ
て
被
害
が
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
吸
殻
の

後
始
末
を
十
分
に
す
る
習
慣
を
付

け
、
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
火
を
使
う

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
場
件
数

救急出場
件数（件）

搬送人員
（人）

浜田 1,798 1,738
金城 222 209
旭 206 199

弥栄 131 128
三隅 379 360
合計 2,736 2,634

　

こ
れ
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、

救
急
出
場
件
数
で
97
件
、
搬
送
人

員
で
は
１
０
４
人
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
平
均
す
る
と
、
１
日
に

７
・
５
件
の
出
場
で
、
７
・
２
人

が
救
急
隊
に
よ
っ
て
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、

第
１
位　
急
病　

１
、
７
４
０
件

（
救
急
出
場
件
数
の
半
数
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。）

第
２
位　
一
般
負
傷　

４
１
４
件

第
３
位　
転
院
搬
送　

２
９
１
件

第
４
位　
交
通
事
故　

１
９
３
件

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す

か
？

　

緊
急
で
も
な
い
の
に
救
急
車

を
呼
ぶ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を

待
た
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
傷
病
者
の
様
子
や
事

故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で

病
院
へ
搬
送
し
た
方
が
良
い
と

思
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
に
１

１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
22
年
中
の
火
災
概
況
と

救
急
車
の
出
場
件
数
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て

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
正
し
く
１

１
９
番
通
報
を
す
る
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

○
で
き
る
限
り
、
現
場
の
近
く
か

ら
通
報
す
る
。

○
携
帯
電
話
は
、
そ
の
場
か
ら
移

動
せ
ず
に
通
報
す
る
。

○
消
防
署
・
出
張
所
の
電
話
（
加

入
電
話
）
に
通
報
を
し
な
い
。

○
訪
問
先
の
お
宅
な
ど
か
ら
は
、

で
き
る
だ
け
加
入
電
話
で
１
１

９
番
通
報
を
す
る
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
１
１
９
番

受
信
時
に
、
機
械
が
自
動
的
に
発

信
場
所
を
特
定
し
て
い
ま
す
。

　

言
葉
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が

困
難
な
人
に
対
し
て
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

メ
ー
ル
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
事

前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
通
信
指
令
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

総
合
窓
口
課
か
ら

転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
出
を
お

忘
れ
な
く

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な

ど
２
点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

※　

届
出
は
、本
庁
及
び
各
支
所
・

連
絡
係
で
で
き
ま
す
。

※　

３
月
・
４
月
は
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、

延
長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓

口
を
行
い
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

水
道
部
か
ら

転
入・転
出・転
居
が
決
ま
っ
た
ら

ま
ず
、
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止

の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

引
っ
越
し
を
す
る
人
は
、
必
ず

次
の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
・
転
出
・
転
居
共
通

・
現
住
所
（
又
は
入
居
予
定
の
住

所
）・
使
用
者
（
契
約
者
）
の
氏

名
・
電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先

・
水
道
使
用
開
始
、
又
は
使
用
中

止
日
時

転
居
の
場
合

・
転
居
先
住
所
・
電
話
番
号

※　

市
内
で
転
居
す
る
場
合
は
、

転
居
先
の
水
道
使
用
手
続
を
併

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※　

水
道
料
金
の
支
払
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間
外
・
夜
間
・
土
日
・
祝

日
の
場
合

水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

届出の種類 届出の時期
転入届

（市外から浜田市内に引っ越した
とき）

引っ越した日から
14日以内 

転出届
（浜田市外へ引っ越すとき）

引っ越し先が決
まったら速やかに 

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内 

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地の
市区町村役場で転出届を済ませてください。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な

ど
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口

が
大
変
混
み
合
う
た
め
、
平
日
の

窓
口
業
務
の
延
長
及
び
３
月
27
日

㈰
・
４
月
３
日
㈰
の
午
前
中
も
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
・
交
付
手
続
も
で
き
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ

し
、
電
子
証
明
書
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　
３
月
22
日
㈫
～
４
月
４
日

㈪　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　
住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
・
死

亡
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
な
ど
）、

印
鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
の
交

付
（
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄

抄
本
・
印
鑑
証
明
書
・
所
得
課

税
証
明
書
な
ど
）、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
・
交
付
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付

医
療
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、福
祉
医
療
、

乳
幼
児
医
療
、
国
民
年
金
の
各

種
申
請
・
届
出

高
齢
者
障
害
者
福
祉
課　
障
害
者

手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

各
種
申
請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　
保
育
所
入
退
所
、

子
ど
も
手
当
、児
童
扶
養
手
当
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退
会
の

各
種
申
請
・
届
出

水
道
部
管
理
課　
水
道
の
利
用
に

関
す
る
手
続
事
務
な
ど

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

生
活
・
環
境

転
入
・
転
出
・
転
居
す
る

皆
さ
ん
へ　
各
種
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　
３
月
27
日
㈰
・
４
月
３
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続

前
記
（
平
日
延
長
窓
口
）
の
総

合
窓
口
課
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
交
付
を
除
く
。）・
医
療
保

険
課
・
水
道
部
管
理
課
の
担
当

業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
各
支
所
・

連
絡
係
・
出
張
所
で
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

・
土
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
前
住
所

地
・
本
籍
地
や
ほ
か
の
行
政
機

関
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

預
か
り
の
み
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
広
域
住
民
票
の
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証

な
ど
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
健
康
保
険
証
・

年
金
手
帳
な
ど
２
点
で
の
確
認

に
な
り
ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
即
日

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
に
加
え
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
は
、
印
鑑
・
各
種
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

市
水
道
部
管
理
課

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

印
鑑
登
録
の
申
請
の
際
に
は
、

申
請
者
本
人
が
来
庁
し
、
公
的
機

関
が
発
行
し
た
顔
写
真
入
り
の
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
印
鑑

登
録
証
を
そ
の
場
で
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
、
同
時
に
印
鑑
登
録
証

明
書
の
発
行
が
で
き
ま
す
。

　

身
分
証
明
書
が
な
い
場
合
や
代

理
人
申
請
の
場
合
は
、
印
鑑
登
録

証
の
交
付
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
、
窓
口
に
お

け
る
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
印
鑑

証
明
・
所
得
課
税
証
明
な
ど
に
か

か
る
証
明
手
数
料
を
変
更
し
ま
す
。

対
象
手
数
料

・
住
民
票
な
ど
の
証
明
手
数
料

・
印
鑑
登
録
・
証
明
手
数
料

・
所
得
課
税
証
明
手
数
料

・
そ
の
ほ
か
の
証
明
手
数
料

新
手
数
料
金　
３
０
０
円

（
従
前
２
０
０
円
）

※　

手
数
料
の
減
免
（
浜
田
市
手

数
料
条
例
第
７
条
）
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

※　

住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
証
明
書

自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
の
証

明
書
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
２

０
０
円
と
し
ま
す
。
自
動
交
付

機
は
支
所
に
は
設
置
し
て
い
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議

会
で
は
、
平
成
23
年
７
月
の
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
と
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

浜
田
市
内
の
一
部
の
地
域
で
、
電

波
の
混
信
に
よ
り
一
部
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
受
信
不
良
と
な
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
テ
ナ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
視
聴
し
、
障
害
が
発
生
し
て

い
る
場
合
、
改
善
ま
で
の
期
間
、

暫
定
的
に
衛
星
放
送
（
地
デ
ジ
難

視
対
策
衛
星
放
送
）
を
利
用
し
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
番
組
を
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
５
月

10
日
㈫
ま
で
に
、
デ
ジ
サ
ポ
島
根

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

受
信
障
害
の
内
容
や
地
域
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
サ
ポ
島
根
【
総
務
省
島
根

県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
２

８
）】

混信想定エリア

黒
川
町

竹
迫
団
地

相生町

浜田駅

市役所 朝日町

石見小

三宮神社

浜田川

国道９号

印
鑑
登
録
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

証
明
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

電
波
の
混
信
に
よ
る
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
お
知
ら
せ



広報はまだ：平成23年３月号　　　18

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
世
帯
や
支
援
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

支
援
対
象　
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
で
き
ず
、
①
生
活

保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
・
②
障
が
い
者
が

い
る
世
帯
で
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
世
帯
・
③
社

会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
の
世
帯

支
援
内
容　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１

台
）
を
無
償
給
付
し
、
対
象
世

帯
を
訪
問
し
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

設
置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

改
修
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

無
償
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

必
要
書
類　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

全
額
免
除
証
明
書

※　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
受
信
料
の
全
額
免

除
な
ど
の
申
請
を
希
望
す
る
人

は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
書

兼
受
信
料
免
除
申
請
書
」
に
よ

り
、
市
町
村
で
免
除
事
由
の
証

明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
窓
口
で
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①　
生
活
保
護
受
給
世
帯

本
庁
地
域
福
祉
課
保
護
係

（
☎
�
９
３
０
１
）

②
・
③　
障
が
い
者
が
い
る
世
帯

で
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
世
帯
及
び
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
世
帯

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係

（
☎
�
９
３
２
２
）

支
援
対
象　
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
で
き
ず
、
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世

帯
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契

約
が
必
要
で
す
。）

支
援
内
容　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）を
無
償
給
付
し
、チ
ュ
ー

ナ
ー
の
設
置
方
法
や
操
作
方
法

を
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、

ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
）。

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

必
要
書
類　
世
帯
全
員
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
・
世
帯
全

員
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
証

明
書
（
平
成
21
年
以
降
の
所
得

に
か
か
る
も
の
・
平
成
３
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
の

分
は
不
要
）

申
込
方
法
な
ど

申
込
方
法　
申
込
書
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
電
話
な
ど
で
総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー
か
ら
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。
身
近
な
公
共
機
関
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
に
置
い
て
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ
先

支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援
（
☎
０
５
７
０

-

０
３
３
８
４
０
）

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援
（
☎
０
５
７
０-

０
２
３

７
２
４
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
・
放
送

受
信
料
免
除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

に
つ
い
て
（
☎
０
５
７
０-

０

０
０
５
８
８
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
に
つ

い
て
（
☎
０
５
７
０-

０
７
７

０
７
７
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

　

最
近
、
島
根
県
外
に
お
い
て
、

市
役
所
職
員
や
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
職
員
な
ど
の
身
分
を

装
っ
て
、
口
座
番
号
を
聞
き
だ
し

た
り
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り

し
よ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
や
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
か
ら
口
座
振
込
で
現
金
を
い
た

だ
く
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
だ
と
思
っ
た
ら
、

質
問
に
は
答
え
ず
に
電
話
を
い
っ

た
ん
切
り
、
市
役
所
に
電
話
を
か

け
直
す
な
ど
し
て
、
電
話
を
か
け

　

私
た
ち
が
何
気
な
く
流
し
て
い

る
生
活
排
水
が
、
大
切
な
川
や
海

を
汚
し
て
い
ま
す
。
川
や
海
の
水

を
汚
さ
な
い
一
番
の
方
法
は
、
私

た
ち
自
身
が
“
汚
れ
た
水
を
そ
の

ま
ま
流
さ
な
い
生
活
”
を
す
る
こ

と
で
す
。み
ん
な
で
実
行
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
を
付
け

る
だ
け
で
、
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

台
所
で
は
こ
ん
な
こ
と

・
食
事
や
飲
み
物
は
必
要
な
分
だ

け
作
り
、
飲
み
物
は
飲
み
き
れ

る
分
だ
け
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
実
行
で
き
る
！

暮
ら
し
の
中
の
対
策
メ
ニ
ュ
ー

て
き
た
人
が
実
際
に
市
役
所
な
ど

に
い
る
か
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
支
援

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

の
た
め
の
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て

不
審
な
電
話
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

川
や
海
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
始
め
ま
せ
ん
か
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・
水
切
り
袋
と
三
角
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
し
て
、
野
菜
の
切
り
く
ず

な
ど
の
細
か
い
ご
み
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
残
っ
た
油
は
継
ぎ
足
し
て
使
っ

た
り
、
炒
め
物
に
使
う
な
ど
、

で
き
る
だ
け
使
い
切
り
ま
し
ょ

う
。
や
む
を
得
ず
捨
て
る
場
合

は
、
古
新
聞
な
ど
に
染
み
込
ま

せ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
米
の
と
ぎ
汁
は
植
木
の
水
や
り

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
養
分
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
よ
い
肥
料

に
な
り
ま
す
。

・
食
器
を
洗
う
前
に
、
油
汚
れ
な

ど
は
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
器
を
洗
う
と
き
は
洗
い
桶
を

使
用
し
、
洗
剤
は
適
量
を
水
で

薄
め
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

お
風
呂
で
は
こ
ん
な
こ
と

・
髪
の
毛
な
ど
が
流
れ
な
い
よ
う

に
、排
水
口
に
目
の
細
か
い
ネ
ッ

ト
を
張
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
な
ど
は

適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
温
水
な
の
で

汚
れ
落
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

衛
生
上
、
す
す
ぎ
は
水
道
水
で

し
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
で
は
こ
ん
な
こ
と

・
洗
剤
は
計
量
ス
プ
ー
ン
で
し
っ

か
り
計
り
ま
し
ょ
う
。
多
く
入

れ
て
も
汚
れ
落
ち
が
よ
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
細
か
い
ご
み
が
流
れ
な
い
よ
う

に
、
く
ず
取
り
ネ
ッ
ト
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
で
は
こ
ん
な
こ
と

・
ト
イ
レ
は
使
用
後
に
こ
ま
め
に

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
洗
剤
を
使

う
回
数
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

出
典　
環
境
省【
生
活
排
水
読
本
】

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　

朝
日
町
踏
切
近
く
に
設
置
し
て

い
ま
し
た
朝
日
町
公
衆
便
所
は
、

施
設
の
老
朽
化
及
び
防
犯
上
の
理

由
か
ら
、
２
月
中
に
解
体
撤
去
し

ま
し
た
。

　

こ
の
近
辺
で
ト
イ
レ
を
利
用
し

た
い
人
は
、
朝
日
町
研
修
セ
ン

タ
ー
１
階
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコ
ライフ推進隊）では、身近にできる地球温暖化対
策やごみ減量化の市民運動として、レジ袋の削減
を促進するために、「マイバッグ持参運動」に取
り組んでいます。

市民の皆さんへ

－マイバッグを持ちましょう！－
　マイバッグを持参することで、地球温暖化など
の環境問題を考え、未来を担う子どもたちにより
良い環境を残しましょう。
－ごみを出さないようにしましょう！－
・過剰包装は断りましょう。
・「エコマーク」のついた商品や、リサイクル商

品を選びましょう。
・長く使えるもの、修理可能なものを買いましょ

う。

小売店の皆さんへ

　お客さんに、「マイバッグ持っていますか？」
の声かけをお願いします。

・地球温暖化の防止
・ごみの減量化
・石油資源の節約
・自然環境への配慮

はまだエコライフ推進隊とは

　浜田市における二酸化炭素排出量の削減を進め
るため、平成21年２月に市民・事業者・行政によ
り設立した市民組織です。
　現在、125会員により、マイバッグ持参運動を
はじめ、環境イベントなどを通じて身近な実践活
動の普及拡大に取り組んでいます。
　皆さんも、一緒に活動しませんか。詳しくは、
お問い合わせください。
問い合わせ先

本庁くらしと環境課内はまだエコライフ推進隊
事務局（☎�９４２０・▢FAX�６９４１）

朝
日
町
公
衆
便
所
を
撤
去

し
ま
し
た

～ マイバッグ持参運動 ～ 実施中！

マイバッグを使用することで、こんな効果
があります
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　浴槽１杯（200ℓ）分のお湯は、シャワーを16
分（12ℓ／分）使う量とほぼ同じです。ここで
ちょっとお風呂の入り方を見直してみましょう。
環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクです。
☆入浴は間隔を空けずに入りましょう

年間でガス38.20㎥の省エネ　約6,000円の節約
原油換算44.31ℓ　ＣＯ₂削減量87.0㎏

※　２時間放置により4.5℃低下した湯（200ℓ）
を追い焚きする場合（１回／日）

☆シャワーは不必要に流したままにしないように
しましょう
年間でガス12.78㎥の省エネ　約2,000円の節約
年間で水道4.38㎥の省エネ　約1,000円の節約
合計　約3,000円の節約
原油換算14.82ℓ　ＣＯ₂削減量29.1㎏

※　45℃の湯を流す時間を１分間短縮した場合

【一口メモ】
　浴槽にお湯をはった方が、水から沸かすよ
りも省エネです。また、浴槽にはったお湯か
ら熱が逃げないよう、必ずフタをしましょう。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エ
ネ大事典2010年版】

（本庁くらしと環境課）

　

不
燃
ご
み
処
理
場
（
生
湯
町
）

へ
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
際
の
処

理
手
数
料
に
つ
い
て
、
ご
み
減
量

化
の
推
進
と
受
益
者
負
担
の
公
平

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
正
な

処
理
手
数
料
と
搬
入
単
位
の
見
直

し
を
行
い
、
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
不
燃
ご
み
処

理
場
へ
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
際

に
は
、
次
表
の
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
☎
�
９
４
３
０
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

不燃ごみ直接搬入処理手数料の改定内容

区分 現行 改正後
(４月１日㈮～)

家庭系 105円／100㎏
（10円／10㎏） 50円／10㎏

事業系 2,100円／500㎏
（42円／10㎏） 150円／10㎏

※　従来の家庭系「100㎏単位」・事業系「500
㎏単位」の計量方式を、家庭系・事業系と
もに「10㎏単位」に細分化し、より排出量
に応じた料金負担としています。

　

３
月
末
は
、
多
量
の
引
っ
越
し

ご
み
な
ど
が
出
る
た
め
、
ご
み
処

理
場
を
特
別
開
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ご
み
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
般
家
庭
の
直
接
搬
入
の
み
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

処理場名・電話 搬入できるごみ 特別開場日時

エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月19日㈯・26日㈯
午前９時～
　　　午後４時30分

市不燃ごみ処理場
生湯町

（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙

３月19日㈯・26日㈯
午前９時～午後４時

・
事
業
所
の
ご
み
は
直
接
搬
入
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

石
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
持
ち
込
む
際
に
は
、
市
指
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
搬
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
本
体
・
か
ん
、
び
ん
に

限
り
、
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
（
一
般
家

庭
も
事
業
所
も
同
じ
で
す
）。

　

な
お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
と
き
は
、
今
ま
で
ど
お
り
市

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

搬
入
方
法
変
更
日　
４
月
１
日
㈮

直
接
搬
入
無
料
化
対
象
品
目

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
・
か
ん
・

び
ん
（
い
ず
れ
も
飲
料
用
及
び

食
品
用
の
物
に
限
り
ま
す
。）

搬
入
方
法

・
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
ず
に
搬

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
か
ん
・
び
ん

の
施
設
直
接
搬
入
無
料
化
に

つ
い
て

今日からおうちで省エネ !!【風呂給湯器の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

４
月
か
ら
不
燃
ご
み
直
接

搬
入
処
理
手
数
料
を
改
定

し
ま
す

ご
み
処
理
場
の
特
別
開
場

に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入

方
法
及
び
時
間
を
変
更
し

ま
す
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入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
仕
分

け
用
の
箱
を
置
き
ま
す
の
で
、

分
別
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
と

キ
ャ
ッ
プ
は
、
必
ず
外
し
て
く

だ
さ
い
。

　

不
燃
ご
み
処
理
場
（
生
湯
町
）

及
び
石
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
生
湯
町
）
の
搬
入
時
間
を
30
分

延
長
し
ま
す
。

延
長
開
始
日　
４
月
１
日
㈮

搬
入
終
了
時
間

変
更
前　

午
後
４
時

↓
変
更
後　

午
後
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

市
不
燃
ご
み
処
理
場

（
☎
�
３
１
４
７
）

石
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
８
０
８
）

搬
入
時
の
お
願
い

・
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・
中
身
を
取
り
除
き
、
軽
く
ゆ
す

ぎ
、
し
っ
か
り
水
を
切
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
汚
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て
は
受

入
れ
を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
を
除
き
、

「
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
」
に
分
類
し

て
い
る
物
（
例　

食
品
ト
レ
イ

や
カ
ッ
プ
麺
・
洗
剤
の
容
器
な

ど
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ
る
物
）
を

直
接
搬
入
す
る
と
き
は
、
今
ま

で
ど
お
り
市
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
処
理
場
及
び
石
央

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
搬

入
時
間
延
長
に
つ
い
て

県
営
住
宅

受
付
期
間

３
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪（
必
着
）

募
集
団
地

・
汐
入
団
地

・
笠
柄
団
地

抽
選
日　
４
月
上
旬

入
居
予
定　
４
月
下
旬

※　

戸
数
・
間
取
り
・
入
居
条
件

や
そ
の
ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

３
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
所
得
額
（
前
年
分
）
か

ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅
・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

３
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

募集住宅
（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

緑ヶ丘住宅
（３ＤＫ） 長沢町 平成７年度

各１戸

25,800円～
　50,600円

日脚大久保住宅
（３ＤＫ） 日脚町 昭和61年度 17,400円～

　34,100円
小福井住宅
（２Ｋ） 熱田町 昭和43年度 3,500円～

　7,000円
家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

募集住宅
（間取り） 所在地 建設年度

グリーンハイツ
（１ＬＤＫ） 下来原 平成６年度

今福団地
（１ＬＤＫ） 今福 平成10年度

戸数　各１戸
家賃　月額30,000円
敷金　家賃の月額の３か月分

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
海
と
山
ふ
れ
あ
い
市

　

鮮
魚
を
は
じ
め
と
す
る
海
の
幸

や
山
の
幸
を
販
売
す
る
朝
市
で
す
。

　

農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
と
生

産
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
７
年
か
ら
開
催
し
、
新
鮮

で
安
全
な
海
と
山
の
幸
を
消
費
者

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

３
月
～
12
月
の
毎
週
土
曜
日

午
前
６
時
～
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

場
所　
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
浜
田
支
所
駐
車
場（
元
浜
町
）

問
い
合
わ
せ
先

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
浜

田
支
所
（
☎
�
３
３
０
０
）

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
取
組
と
し
て
、
県
か
ら

事
務
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
次
の
事
務

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
事

務
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
開
発
行
為
の
許
可
な
ど
の
事
務

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行

為
に
係
る
許
可
な
ど

②
優
良
宅
地
の
認
定
な
ど
の
事
務

　

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
一

定
水
準
を
備
え
た
優
良
な
宅
地
の

供
給
に
資
す
る
土
地
の
譲
渡
に
つ

い
て
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
た
め
の
優
良
宅
地
認
定
な
ど

③
農
地
な
ど
の
権
利
移
動
の
事
務

　

市
外
に
住
所
の
あ
る
人
が
、
市

内
の
農
地
な
ど
に
賃
借
権
な
ど
の

権
利
を
設
定
、
又
は
移
転
を
す
る

際
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
な
ど

※　

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
が
同

様
の
行
為
を
行
う
際
の
許
可
・

取
消
し
な
ど
の
事
務
は
、
既
に

市
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
に
関
す
る
こ
と

本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

③
に
関
す
る
こ
と

市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

権
限
移
譲
に
関
す
る
こ
と

本
庁
総
合
調
整
室

（
☎
�
９
１
０
０
）

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
バ

ン
ク
登
録
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

よ
り
、
情
報
提
供
を
行
う
制
度

で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

浜
田
市
で
生
活
し
た
島
根
県
立

大
学
卒
業
生
・
大
学
院
修
了
生

に
、
い
つ
ま
で
も
浜
田
を
忘
れ
ず

に
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

と
、
こ
れ
か
ら
も
浜
田
に
対
す
る

声
援
・
提
言
に
よ
り
応
援
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
簡
単
な
食
事
を
用
意

し
ま
す
。
卒
業
生
・
修
了
生
の
新

た
な
舞
台
で
の
活
躍
を
祈
念
し
激

励
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
３
月
17
日
㈭

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
料
金　
２
、
０
０
０
円
（
島
根
県

立
大
学
学
生
及
び
大
学
院
生
は

１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
３
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
内
島
根
県
立

大
学
支
援
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
２
０
１
・
▢FAX
�
１
８

６
６
）

Em
ail:chiiki@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

中
国
電
力
㈱
で
は
、
昭
和
36
年

以
降
、
管
球
や
自
動
点
滅
装
置
の

無
料
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
３
月
末
日
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

終
了
後
は
、
利
用
す
る
皆
さ
ん

か
ら
電
気
工
事
店
に
管
球
取
替
え

な
ど
を
依
頼
す
る
な
ど
、
利
用
者

に
よ
る
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０-

３
１
２-

８
０
２
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

産
業
・
地
域
活
性
化

朝
市
の
お
知
ら
せ

開
発
行
為
の
許
可
な
ど
の

事
務
を
行
い
ま
す

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に

つ
い
て

２
０
１
１
「
浜
田
応
援
団
」

結
団
式

街
路
灯
の
管
球
取
替
え
な
ど

の
終
了
に
つ
い
て
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23　　　広報はまだ：平成23年３月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
浜
田
市
内
に
主
た
る
定

置
場
（
原
則
と
し
て
所
有
者
の
住

所
地
）
が
あ
る
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

古
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な
ど
で

使
用
不
能
の
状
態
の
車
は
、
廃
車

手
続
を
、
ま
た
車
を
譲
っ
た
場
合

は
、
名
義
変
更
手
続
を
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
の
廃
車

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
自
治

振
興
課
（
三
隅
支
所
は
市
民
課
）

で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
の
廃
車

　

左
記
又
は
販
売
店
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

軽
二
輪
（
排
気
量
１
２
６
㏄
～
２

５
０
㏄
）

・
島
根
県
軽
自
動
車
協
会

【
松
江
市
（
☎
０
８
５
２
�
０

０
４
６
）】

小
型
二
輪
（
排
気
量
２
５
１
㏄
以

上
）

・
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局

【
松
江
市
（
☎
０
８
５
２
�
８

１
１
１
）】

四
輪
の
軽
自
動
車
の
手
続

　

左
記
又
は
販
売
店
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
島
根
事
務

所
【
松
江
市
（
☎
０
８
５
２
�

０
５
３
９
）】

盗
難
な
ど
で
紛
失
し
た
場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
自
治
振

興
課
（
三
隅
支
所
は
市
民
課
）
の

窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

　

市
で
は
、
市
民
税
県
民
税
及
び

所
得
税
の
申
告
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
相
談
・
各
種
医
療

制
度
な
ど
の
質
問
な
ど
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　
３
月
15
日
㈫
ま
で

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
開
設
場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ

ビ
ー
・
各
支
所
・
出
張
会
場

※　

土
・
日
の
開
設
及
び
夜
間
相

談
窓
口
会
場
の
日
程
は
、『
広

報
は
ま
だ
』
２
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

旭
自
治
区
に
所
在
す
る
資
産
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
（
平
成
22
年

度
）
ま
で
税
率
を
１
・
４
％
と
す

る
不
均
一
課
税
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
（
平
成
23
年
度
）
か

ら
は
、
ほ
か
の
自
治
区
と
同
様
に

１
・
５
％
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
旭
自
治
区
に
資
産

を
持
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
高
く

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
期
の

た
び
に
現
金
を
持
っ
て
出
掛
け
る

手
間
も
省
け
、「
便
利
」
で
「
安
心
」

か
つ
「
確
実
」
で
す
。

　

振
替
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

限
の
末
日
で
す
。
申
込
み
の
翌
月

の
納
期
か
ら
振
替
が
始
ま
り
ま
す

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、

申
込
み
が
20
日
以
降
の
場
合
は
、

翌
々
月
か
ら
と
な
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
平
成
23
年
度
当
初
か

ら
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次

の
期
限
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

４
月
１
日
㈮
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

５
月
20
日
㈮
ま
で

申
込
手
続

・
預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
受

け
付
け
ま
す
。

・
預
貯
金
通
帳
と
、
そ
れ
に
使
用

し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
も
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医
療保険料の納付・納付相談について、平日夜
間窓口を開設します。仕事などで日中の納付・
納付相談が困難な人や納め忘れていた人は、
ぜひ利用してください。
期間　３月25日㈮・28日㈪・29日㈫・31日㈭

午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎�９２４０）

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
等
・
オ
ー

ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
の
廃
車

手
続
は
お
済
み
で
す
か

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
相
談
窓
口
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い

旭
自
治
区
の
固
定
資
産
税

の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

市税・国民健康保険料(税)・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します



広報はまだ：平成23年３月号　　　24

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ

ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

助
成
期
間　

　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

料
金　
無
料

※　

助
成
期
間
ま
で
に
受
け
た
接

種
費
用
の
払
戻
し
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
助
成
期
間
を
過
ぎ

て
接
種
す
る
費
用
に
つ
い
て
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

接
種
方
法　
予
防
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
接
種
協
力
医

療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

接種協力医療機関

医療機関名 所在地 電話番号
接種ワクチン

子宮頸がん
予防

ヒブ・
肺炎球菌

うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ ○ ○
江木産婦人科医院 片庭町 �１１８１ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○
沖田病院 殿町 �１５５５ ○
笠田医院 牛市町 �１６２１ ○
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ○ ○
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ○ ○
斉藤医院 朝日町 �０２２８ ○ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ○ ○
すみれ小児科医院 熱田町 �１００６ ○ ○
中村医院 片庭町 �１１８３ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ ○
中山産婦人科医院 殿町 �００７１ ○
浜田医療センター・小児科 浅井町 �０５０５ ○ ○
胃腸科外科半田医院 港町 �０２８８ ○
真鍋医院 国分町 �００３１ ○
都医院 治和町 �０１００ ○ ○
向内科小児科医院 国分町 �０１６７ ○
彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ○ ○
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ○ ○
山根病院 熱田町 �０６８８ ○
金城沖田病院 金城町七条 �１８００ ○
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○ ○
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○ ○
寺井医院 三隅町西河内 �００３８ ○ ○
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ○
山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○

子
宮
頸
が
ん
予
防（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン

対
象　
浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
中

学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子

接
種
回
数　
３
回
の
接
種
が
必
要

で
す
【
初
回
接
種
か
ら
１
か
月

後（
２
回
目
）と
６
か
月
後（
３

回
目
）
に
接
種
を
行
い
ま
す
】。

※　

平
成
22
年
度
に
高
校
１
年
生

相
当
の
人
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
22
年
度
中
に
１
回
で
も
接

種
し
た
場
合
は
、
平
成
23
年
度

中
に
残
り
の
回
数
を
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。

②
急
性
の
病
気
で
医
師
が
接
種
不

可
と
判
断
し
た
た
め
、
平
成
22

年
度
中
に
１
回
も
接
種
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
平
成
23
年
度

中
の
み
１
回
目
か
ら
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。

③
平
成
22
年
度
中
に
接
種
を
希
望

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
23

年
度
以
降
は
無
料
で
の
接
種
は

で
き
ま
せ
ん
。

※　

で
き
る
だ
け
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
同
伴
で
き
な

い
場
合
は
、
予
診
票
（
接
種
協

力
医
療
機
関
及
び
市
役
所
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。）
の
保
護

者
欄
に
署
名
を
し
て
、
医
療
機

関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

ヒ
ブ（
Ｈ
ｉ
ｂ
）ワ
ク
チ
ン
・

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象　
浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
２

か
月
か
ら
４
歳
ま
で
の
子
ど
も

平成22年度接種の場合
学年 対象者の生年月日

中学校１年生相当 平成９年４月２日～平成10年４月１日
中学校２年生相当 平成８年４月２日～平成９年４月１日
中学校３年生相当 平成７年４月２日～平成８年４月１日
高校１年生相当※ 平成６年４月２日～平成７年４月１日
平成23年度接種の場合

学年 対象者の生年月日
中学校１年生相当 平成10年４月２日～平成11年４月１日
中学校２年生相当 平成９年４月２日～平成10年４月１日
中学校３年生相当 平成８年４月２日～平成９年４月１日
高校１年生相当 平成７年４月２日～平成８年４月１日

健
康
・
福
祉

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

に
つ
い
て
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25　　　広報はまだ：平成23年３月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

食 育 コラムコラム

※　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

接種回数
接種開始時期 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

ヒ
ブ　
　

ワ
ク
チ
ン

２か月～６か月齢 初回 ４～８週間隔 ４～８週間隔 約１年後
７か月～ 11か月齢 初回 ４～８週間隔 約１年後 －
１歳～４歳 １回 － － －

肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

２か月～６か月齢 初回 27日以上の間隔 27日以上の間隔
（12か月齢までに）

60日以上の間隔
（12～15か月齢）

７か月～11か月齢 初回 27日以上の間隔 60日以上の間隔
で、１歳以降 －

１歳～１歳11か月 初回 60日以上の間隔 － －
２歳～４歳 １回 － － －

　

毎
年
恒
例
の
マ
リ
ン
大
橋

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
こ
の
コ
ー

ス
は
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道

５
０
０
選
の
一
つ
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
一
緒
に
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日
時　
３
月
13
日
㈰

（
雨
天
中
止
・
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
前
の
漁
港
駐
車
場

コ
ー
ス　
５
㎞
コ
ー
ス

参
加
費　
無
料

※　

保
険
料
は
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
３
月
11
日
㈮

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　浜田市食育推進計画に基づき、豊かな浜
田の特色を生かし、市民の皆さんや関係団
体の皆さんと連携し、食育を市民運動とし
て推進するため、「浜田市食育推進キャラ
クターデザイン及び愛称」を募集したとこ
ろ157点の応募がありました。たくさんの
ご応募ありがとうございました。
　食育推進ネットワーク会議での審査の結
果、藤原誠さんの作品『びぃびくん』が「浜
田市食育推進大賞」に選ばれ、浜田市食育
推進キャラクターに決定しました。

　『びぃびくん』は幼児
語で魚のことを「びー
びー」と呼ぶところから
きています。
　浜田といえば、やっぱ
り「魚」。浜田の魚を食
べて能力を育てて欲し
い、浜田の魚をアピール
したいという想いから作
られた作品です。

　また、次の５作品が「浜田市食育推進賞」として選ばれました。

※　次回４月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

会社員（周布町）
藤原誠さんの作品
『びぃびくん』

雲城小学校６年
河内美咲さんの作品

『おこめのこめっと
くん』

雲雀丘小学校４年
引野結菜さんの作品

『アージ』

三階小学校３年
寺本紗貴さんの作品

『カレイクン』

第三中学校３年
坂本妃花里さんの作品
『ピーマンボッチャン』

会社員（相生町）
長野享子さんの作品

『やまぼうとうーみん』

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

浜田市食育推進キャラクター決定！



広報はまだ：平成23年３月号　　　26

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

日
ご
ろ
、
市
民
に
一
番
身
近
な

と
こ
ろ
に
い
る
「
ま
ち
の
お
医
者

さ
ん
」
に
、
病
気
の
予
防
や
医
療

の
大
切
さ
な
ど
４
回
シ
リ
ー
ズ
で

お
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
で
す

が
、
１
講
座
の
み
の
受
講
も
で

き
ま
す
（
申
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

開催日・講師・テーマ
開催日 講師 テーマ

３月３日㈭ 北村内科クリニック
院長　北村健二郎 痛みの話

３月10日㈭ 中村呼吸器内科医院
院長　中村吉秀 生活習慣病の予防

３月15日㈫ 大石内科医院
院長　大石和弘 慢性腎臓病について

３月31日㈭ 能美クリニック
院長　能美尚 変形性関節症について

時間　午後７時～８時30分
場所　石見公民館

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
若
草
色
）

の
有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈭
で
切

れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
３
月

中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て
送

付
し
ま
す
。
１
世
帯
ご
と
に
ま
と

め
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
加
入
し
て
い
る
人
全
員
の

保
険
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
未
加
入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主

あ
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

加
入
者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
庁
医
療
保

険
課
国
保
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、
そ

の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
に
つ
い
て

　

一
般
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
誕
生
日
（
有
効
期
限
）
以
降
に

使
用
す
る
保
険
証
は
、
別
途
送

付
し
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
及
び
そ
の
世
帯
の
18
歳
未

満
の
人
に
は
、滞
納
状
況
に
よ
り
、

「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し

ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

平
成
23
年
５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

平
成
23
年
７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

平
成
23
年
９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
解

消
と
医
療
の
安
心
を
守
る
た
め

の
措
置
で
す
。

持
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
平
成
23
年
４
月
１
日
以

降
無
効
）
は
、
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
し
て
、

不
正
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
。）
し
た
場
合
は
、
そ
の

旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先

で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入
時

と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
・

健
康
保
険
組
合
及
び
共
済
組
合

な
ど
）
の
保
険
証
（
被
扶
養
者

全
員
の
健
康
保
険
証
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
、
４
月
１
日

か
ら
使
う
「
高
齢
受
給
者
証
」
を

３
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。
証
が
届
い
た
と
き
は
、

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割 

（
た
だ
し
、
平
成
23
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）】
又
は
【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
「
高

齢
受
給
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

平
成
23
年
４
月
か
ら
使
用
す

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
の
発
送
に
つ
い
て
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・
福
祉

子

育

て
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浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
、
市
か
ら
送
付
し
ま
す
の
で
手

続
は
不
要
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
保

険
加
入
者
は
、
各
健
康
保
険
者
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、
自
己

負
担
割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と

も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
、
３
月
下
旬
に
送
付
す
る

「
高
齢
受
給
者
証
」
は
４
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
使
用
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
使
用
し
て
も
ら
う
高

齢
受
給
者
証
は
、
平
成
22
年
中
の

所
得
を
も
と
に
判
定
を
行
い
、
７

月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
か

ら
、
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
や
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
外
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
高
齢
受

給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、再
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
１
年
間
（
平
成
24
年
３
月

末
ま
で
）
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
現
役
並
み
所
得
者

は
【
３
割
】
の
ま
ま
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

～
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に
～

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は
、
同

和
問
題
を
口
実
に
し
て
何
ら
か
の

利
権
を
得
る
た
め
の
「
ゆ
す
り
・

た
か
り
」
な
ど
を
行
う
不
当
な
行

為
を
い
い
ま
す
。

　

事
業
所
や
施
設
の
代
表
者
・
事

務
担
当
者
が
異
動
す
る
年
度
末
・

年
度
当
初
に
は
、
同
和
問
題
解
決

を
目
的
と
し
た
団
体
を
名
の
っ
て

高
額
な
図
書
の
購
入
を
要
求
し
た

り
、
土
木
建
築
工
事
へ
の
下
請
け

参
加
を
強
要
し
た
り
す
る
「
え
せ

同
和
行
為
」
が
多
発
し
ま
す
。

　

も
し
不
当
な
要
求
を
受
け
た
と

き
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
固

拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

そ
の
事
例
を
速
や
か
に
い
ず
れ
か

の
関
係
機
関
へ
連
絡
・
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
・
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/jinkendow

a/

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/kurashi/jinken/
esedouw

a.htm
l

連
絡
・
相
談
先

・
県
西
部
人
権
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
５
５
３
０
）

・
浜
田
警
察
署（
☎
�
０
１
１
０
）

・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー

　

殿
町
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物

「
御
便
殿
」
の
敷
地
に
は
、
多
く

の
桜
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
桜
の

開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
桜
の
下
で

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
敷

地
・
建
物
の
開
放
も
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時

桜
の
茶
会

４
月
２
日
㈯

裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

４
月
３
日
㈰

表
千
家
浜
田
地
区
同
好
会

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
予
定
）

建
物
の
開
放

４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

敷
地
の
開
放

３
月
28
日
㈪
～
４
月
６
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
御
便
殿
（
殿
町
）

※　

駐
車
場
あ
り
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
申
込
み
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
期
間
外
で
、
団
体
・

グ
ル
ー
プ
で
の
建
物
内
見
学
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
１
）

人
権

排
除
し
よ
う

え
せ
同
和
行
為

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

発
見
！
浜
田
城

桜
の
茶
会
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
サ
ロ
ン

　

３
月
17
日
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
は
「
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
デ

イ
」
を
盛
大
に
祝
い
ま
す
。
浜
田

市
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
シ
ェ
ー
ン
・
カ
ー

ニ
ー
さ
ん
に
、
出
身
国
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
お
話
を
し
て
も
ら
い
、
お

い
し
い
お
菓
子
の
作
り
方
も
教
え

て
も
ら
い
ま
す
。
楽
し
い
サ
ロ
ン

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
３
月
11
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
３
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

　

平
成
23
年
度
子
ど
も
会
安
全
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
ど

も
会
活
動
時
の
事
故
に
対
す
る
見

舞
金
制
度
で
す
。
行
事
中
、
往
復

途
中
な
ど
に
お
い
て
発
生
し
た
事

故
や
け
が
に
対
し
て
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
３
月
31
日
ま
で
に
会
費

を
納
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
月
に
行
事
が
あ
る
場
合
は
、
３

月
中
に
加
入
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、
加
入
手
続

の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

け
が
を
し
て
か
ら
加
入
し
て
も
見

舞
金
を
支
払
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

見
舞
金
の
給
付
額

１　
負
傷･

疾
病
の
場
合

　

保
険
医
療
総
額
の
50
％
を
給
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数
と
支
給

額
に
次
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間　
１
８
０
日

見
舞
金
支
給
限
度
額

１
、０
０
０
円
以
下
の
場
合
は
、

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
50
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
50
万
円
を

限
度
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
見
舞
金　
６
０
０
万
円

証
明
書
等
支
給
額

　

各
種
証
明
書
代
と
し
て
、
１
件

に
つ
き
２
、
０
０
０
円
を
限
度
と

し
て
、
実
費
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
（
本
庁
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
名
簿
・
年
間
計
画

書
・
会
費
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

会
費　
年
額
１
人
１
２
０
円

※　

就
学
３
年
前
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

※　

大
人
は
１
人
以
上
の
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　
３
月
～
翌
年
２
月
末

加
入
期
間　
受
付
日
～
次
の
３
月

31
日

事
故
・
け
が
が
起
き
た
と
き
の
対

応
　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

傷
害
保
険

入
院
・
通
院
１
日
目
か
ら
補
償

し
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

て
ん
補
限
度
額
（
補
償
額
）
は

身
体
・
財
物
賠
償
合
算
額
と
な

加入対象者 補償される団体活動など 加入
区分

年間掛金
（１人あたり）

子ども
【中学生以下（特別支援学
校高等部の生徒を含む）】

団体活動全般 A1 600円
団体活動全般 AW 1,150円上記以外（個人活動・個人練習など）

大
人

高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け A2 600円

スポーツ活動・スポーツ活動の指導 C 1,600円
子どものスポーツ活動の指導限定 AC 1,100円

65歳以上 スポーツ活動 B 800円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 9,000円

り
ま
す
。
免
責
金
額
（
自
己
負

担
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
補

償
で
、
補
償
限
度
額
は
１
８
０

万
円
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

５
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き

ま
す
。

※　

子
ど
も
と
大
人
が
混
在
の
団

体
で
も
、
１
団
体
と
し
て
加
入

で
き
ま
す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
５
円
（
税
込
み
）

で
す
。

資
料
請
求
・
申
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先㈶

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県

支
部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８

８
）

http://w
w
w
.sportsanzen.

org/

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

平
成
23
年
度

全
国
子
ど
も
会
安
全
会

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
案
内
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座談会の様子

　１月20日㈭、弥栄会館で「ナラ枯れで枯死しようとする山を
どうするか」をテーマに座談会が行われました。この座談会は、
やさか森づくりの会の主催で行われ、ここ数年深刻化するナラ
枯れの現状や課題について、各関係団体や地元住民が共通認識
を持って対応していこうと企画されたものです。
　当日は、参加者による意見交換も行われ、山の機能の急激な
低下を懸念する声や、今後の対策についての要望も出され、活
発な議論が交わされました。
　今後、地域が一体となった取組が期待されます。

　運動不足になりがちな冬場に、頭と体のトレーニングを取り
入れて健康の維持を図ることを目的とした「脳トレ教室」が１
月25日㈫に白砂公民館で開催されました。
　町内からの参加者19人は、輪になってまめなくん体操や３Ｂ
体操で体をほぐした後、小学生用の教材ドリルを使っての脳ト
レーニングを体験しました。
　また、「ＢＣチェッカー」による血管年齢測定なども行われ、
参加者は「気持ちよくトレーニングができたので、頭と体のど
ちらも活性化した気分です」と微笑んでいました。

　第13回島根県雪合戦大会が１月29日㈯・30日㈰の２日間、ア
サヒテングストンスキー場駐車場で開催され、雪が舞う厳しい
寒さの中、県内外から参加した55チームが各部門で熱い戦いを
繰り広げました。

楽しく体操をする参加者

シェルターを挟んで雪球を投げ合う選手たち

　１月26日㈬、みどりかいかんで、金城「ふるさと学習会」が
開催され、約70人が参加しました。
　この学習会は、毎月、金城自治区内の各公民館を会場に、金
城の「ひと・もの・こと」を学び、ふるさとの魅力を知っても
らおうと開催されています。
　今回、毛

も う

利
り

博
ひ ろ

昭
あ き

さん（金城町下来原）を講師に招き、東京の
会社を退職後、夫婦で金城までの道のりの約1,006㎞を徒歩帰
郷した体験談や、ふるさとに戻り実感することなどを話され、
参加者は金城の魅力を考える機会となりました。徒歩帰郷の体験談を語る毛利さん

試合結果 優勝 準優勝
一般の部 中川家 ラブマウンテンズ

レディースの部 No Name チーム・チェリー
ジュニアの部 木田ダルマッチ 元気っ子市木

まちのわだい♥Town Topics

あさひ夏より熱い冬 雪上で熱き戦い
（第13回島根県雪合戦大会）

かなぎ

みすみ脳も体もリフレッシュ

ナラ枯れについて考える やさか

様々なテーマから金城の魅力を学ぶ
～ 金城「ふるさと学習会」 ～
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軒下まで達した雪を手作業で除雪する組合員

　昨年末からの大雪で、特に金城町波佐・小国では積雪が１ｍを
超え、雪が家の軒下まで達しました。
　平成21年11月に波佐・小国地域で発足した「縁

えにし

の里づくり委員
会」では、地域の安全安心対策にも取り組んでおり、小国地域で
は、営農組合「てごの里おぐに」が、雪かきに困っていた高齢者や、
体が不自由な人たちの家の玄関先や軒下を除雪しました。対象者
からは、「地域の皆さんのおかげで安心して暮らせる」などの声
があり、今後も、ますます共助社会再生への取組が地域に広がる
ことが期待されます。

　島根あさひ社会復帰促進センターの一般開放区域にある県立
診療所で、１月６日㈭から地域住民を対象とした眼科の外来診
療が開始されました。
　地域との共生を目指す同センターでは、地元の要望を受け、
地元旭町にない眼科外来の開設を当初から計画。旧構造改革特
区法に基づき、収容者用診療所の管理運営を行う県へ委託し、
毎月第１木曜日の午前10時30分～午後０時30分まで、収容者と
は別の施設で１日５人程度の予約診療を行います。予約受付は
同センター内県立診療所、電話�８１６６まで。

　今回で４回目を迎える「弥栄とんど焼き」が、１月10日㈷に
ふるさと体験村で行われ、雪による悪天候にもかかわらず、約
30人が参加しました。
　参加者は、持参した正月飾りや書初めなどを20本の青竹とと
もに燃やし、残り火でお餅を焼いて食べたり、地元有志によっ
て振る舞われた猪汁を味わいながら、今年１年の健康を願いま
した。また、参加した子どもたちは降り積もった雪の中で、ソ
リや雪合戦などで思い切り遊びながら、楽しい時間を過ごして
いました。

「近いので助かる」と診療を受けた地元の稲田さん

１年の健康を願う参加者

　１月７日㈮、三保公民館で書道家の川田勉さんを招いた「書
初め会」が開催され、小学生から大人まで21人が参加しました。
　これは年頭の思いや心に残る言葉を自由に書き、１年の決意
を新たにすることを目的に行われました。
　最初に川田さんが「文字は心を落ち着けて書いてほしい」と
話した後、参加者は「お正月」など新年にちなんだ言葉を選び、
集中して筆を走らせました。
　また、休憩時間には、地元の皆さんが用意したおしるこが振
る舞われ、身も心も温まりました。一筆に自分の思いをこめて

まちのわだい ♥Town Topics

みすみ新年書初め会を開催

あさひ矯正施設で眼科外来を一般開放
（島根あさひ社会復帰促進センター 県立診療所）

やさか無病息災を願って
～ 弥栄とんど焼き ～

かなぎ地域の安全安心は自分たちの手で
～ 営農組合「てごの里おぐに」除雪作業 ～
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○３月の休館日　21日㈷・31日㈭

紹介者　60代　女性
図書名　球形の荒野
著者名　松本清張

　この本と出会ったのは40年以上も前
のこと。作家の名前すら知らず手に取
り、以来「松本清張」作品との出会い
が始まりました。重たい課題がベース
にあり忘れられない１冊です。
　第二次世界大戦のもたらした悲劇
が、このような形でも存在しているの
かと衝撃を受け、戦争に対する思いを、
観点を変えて深くしました。
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石
正
美
術
館
で
は
、
当
地
出
身
の

洋
画
家
・
寺
戸
恒
晴
さ
ん
の
回
顧
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。寺
戸
さ
ん
は
、

過
酷
な
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
を
も
と

に
生
死
や
家
族
の
絆
を
根
底
に
お
い

た
力
強
い
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
叙
情
的
な
独
自
の
画
法
を

築
き
、
そ
れ
は
「
寺
戸
ブ
ル
ー
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
初
期
の
作

品
か
ら
晩
年
ま
で
、
寺
戸
芸
術
の
変

遷
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
の
機
会
に
素
晴
ら
し
い

寺
戸
恒
晴
の
芸
術
世
界
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
本
館
で
は
、
企
画
展
「
石

本
正
の
ア
ト
リ
エ
」（
後
期
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

期
間　
３
月
27
日
㈰
ま
で

料
金一

般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

３
月
20
日
㈰
（
家
庭
の
日
）
は
、

家
族
連
れ
の
入
場
者
の
う
ち
高
校

生
以
下
は
無
料
で
す
。

《本館展示室》
企画展「石本正のアトリエ」
　　後期　３月27日㈰まで

《新館展示室》
企画展「石見の作家―寺戸恒晴―」
　　３月27日㈰まで

《ギャラリー展示》
石正美術館絵画教室展
　　３月４日㈮まで
94歳のぬり絵展
　　３月５日㈯～３月11日㈮
かじがせの大切な物達展
　　３月12日㈯～３月27日㈰

《イベント情報》
第34回石本正絵画教室
　　３月５日㈯・６日㈰　終日
洋画家寺戸恒晴を語る会
　　３月12日㈯　午後２時～３時
ソプラノ・コンサート
　　　　～日本の歌　イタリアの歌
　　３月19日㈯　午後２時～３時
３人の音楽会
　　３月26日㈯　午後２時～４時

　石正美術館では、開館10周年を記念して、４月２日㈯から
特別企画展「石本正　京おんな」を開催します。本展では、
このほど新たに収蔵された1970年代の舞妓像をはじめ、初公
開の作品など約50点を展示します。華やかな中にある寂しさ
や孤独なかげり。石本の描く舞妓の哀愁をご覧ください。
　なお、新館では、特別展「小嶋悠司　生と死を見つめる」
を開催します。
日時　４月２日㈯～５月29日㈰
　午前９時～午後５時
（金曜日は午後９時まで）
料金　一般　700円（600円）
　　　高大生300円（240円）
　　　小中生200円（160円）
※　（　）内は団体料金
問い合わせ先
　石正美術館
（☎�４３８８）

寺戸恒晴「落ちてきた人」（1956年）

石本正「舞妓」

有

料

広

告
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企
画
展
「
寺
戸
恒
晴
展
」

開
催
中

◎特別展「石本正　京おんな」まもなく
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石
見
地
方
に
は
「
石
見
神
楽
」
を

は
じ
め
、「
石
州
和
紙
」「
田
ば
や
し
・

和
太
鼓
」「
長
浜
人
形
」
な
ど
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な
文
化
が

今
も
な
お
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
特

に
「
石
見
神
楽
」
を
中
心
と
し
た
こ

の
４
つ
の
伝
統
文
化
は
、
互
い
に
関

連
し
あ
い
、
ま
た
浜
田
の
人
々
の
生

活
の
中
に
潤
い
と
活
力
源
を
与
え
る

存
在
と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
石
見

神
楽
の
魅
力
を
紹
介
す
る
展
覧
会
の

第
５
弾
と
し
て
『
石
見
神
楽
と
浜
田

の
伝
統
展
』
を
開
催
中
で
す
。「
石

見
神
楽
」
を
中
心
に
、「
石
州
和
紙
」

「
田
ば
や
し
・
和
太
鼓
」「
長
浜
人
形
」

と
の
つ
な
が
り
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
も
つ
魅
力
を
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

人
気
の
神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台

も
登
場
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
21
日
㈷
ま
で

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、今
年

45
周
年
を
迎
え
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ

リ
ー
ズ
を
記
念
し
て『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
１
』を
開
催

し
ま
す
。
ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊
員
や
ウ

ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
記
念
撮

影
し
た
り
、ウ
ル
ト
ラ
ア
ニ
メ
工
作
を

作
っ
た
り
と
参
加
体
験
型
の
作
品
が

多
く
登
場
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

会
期　
３
月
26
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰

■
『
カ
グ
ラ
展
』
石
見
神
楽
公
演

　

市
内
神
楽
社
中
に
よ
る
神
楽
上
演

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

◎
３
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・

21
日
㈷　

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
田
ば
や
し
と
神
楽
を
楽
し
も
う
！

　

市
内
の
田
ば
や
し
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
田
ば
や
し
の
実
演
を
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
神
楽
上
演
も
あ
る

よ
。
入
場
無
料
。

◎
３
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　
前
庭

※　

雨
天
時
は
館
内
３
階
ホ
ー
ル

■
和
紙
作
り
を
体
験
し
よ
う

　

石
州
和
紙
会
館
で
、
職
人
さ
ん
に

本
格
的
な
和
紙
作
り
を
教
え
て
も
ら

お
う
！

●
対
象　
小
・
中
学
生
、
保
護
者
同

伴
の
園
児

◎
３
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

３
月
３
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
び
っ
く
り
オ
ロ
チ
》

　

オ
ロ
チ
の
顔
か
ら
シ
ュ
ッ
と
の
び

る
棒
を
作
る
よ
。

◎
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
神
楽
面
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
》

　

エ
ク
ス
和
紙
の
人
に
神
楽
面
と
神

楽
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
絵
付
け
を
教
え

て
も
ら
お
う
。

◎
３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

●
参
加
費　
お
面　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
３
０
０
円

《
神
楽
の
小
道
具
を
作
ろ
う
》

　

市
内
神
楽
社
中
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
子
ど
も
用
の
採
物
を

作
る
よ
。

◎
３
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
21
日
㈷

●
参
加
費　
御
幣　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

鬼
棒　

１
０
０
円

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

　

洗
濯
の
り
に
秘
密
の
液
体
を
入
れ

て
か
き
混
ぜ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
伸
び

る
「
ネ
バ
モ
ン
」
の
出
来
上
が
り
。

◎
３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　

７
日
・
14
日
・
28
日

展
示
替　

22
日
㈫
～
25
日
㈮

▲写真はイメージです。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.171

有

料

広

告

石
見
神
楽
と
浜
田
の
伝
統
展

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
キ
ッ
ズ

ワ
ー
ル
ド
２
０
１
１

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
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❖
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❖
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❖
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地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り

県
立
大
学
の
学
部
生
・
大
学
院
生
が
、

４
年
間
（
あ
る
い
は
２
年
間
）
の
学

生
生
活
を
終
え
、
卒
業
・
修
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多

く
の
学
生
が
地
域
に
お
い
て
勉
強

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
が

作
成
し
た
卒
業
研
究
・
論
文
に
は
、

地
域
振
興
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る

テ
ー
マ
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
ご
支
援
・
ご
指
導
い

た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
地
域
振
興
に

関
す
る
提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研

究
・
論
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
17
日
㈭

　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

会
場　
講
義
・
研
究
棟
大
講
義
室
１

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も

大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し
く
は
、
募

集
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
３
月
11
日
㈮
～
22
日
㈫

受
講
期
間　
４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　３月…、別れの季節が訪れました。今年も学
部生・大学院生約220人が本学を巣立ち、社会
に飛び立ちます。
　ごく一部ですが、この４年間、２年間の出来
事をとりあげました。　（編集：事務局総務課）

＜2007年度＞
４月１日 公立大学法人島根県立大学設立。県立３大学が統合し、新たな大学が誕生しました。
４月３日 第８期生にあたる総合政策学部生が入学。新入生を代表し、野村完奈さんが宣誓を行いました。
４月９日 授業開始。記念すべき初授業は「イングリッシュワークショップⅠ」でした。

３月19日 島根県立大学賞授与式。８期生からは那須昭仁さん（わか杉国体山岳競技島根県代表）が、スポー
ツ部門において表彰されました。

＜2008年度＞
５月28日 ８期生・松永優紀さんが第９期学友会執行委員会会長に就任
６月25日 成績優秀学生表彰制度がスタート。８期生からは濵本愛さん、三石かおりさんが表彰されました。

８月～９月 異文化理解研修の実施。87人の８期生が約１か月、海外で語学や文化を学びました。
10月11日
～ 12日

第9回海遊祭（大学祭）開催。８期生・中尾亮介さんが実行委員長を務めました。テーマは「STAND
★OUT ～目立ちたくナインか!? ～」。松江市出身のデュオ「遊吟」のライヴもありました。

３月31日 宇野重昭前理事長退任
＜2009年度＞
４月１日 本田雄一理事長就任
４月１日 大学院北東アジア開発研究科開設
４月３日 総合政策学部編入生、大学院生が入学。このころはまだ、留学生の日本語も片言でした。

６月19日 成績優秀学生表彰式。８期生からは池田美帆さん・藤原圭宏さん・森原裕子さん・大竹宏昌さん
が表彰されました。

10月26日～ 学部１年生の平岡都さんが犠牲となる痛ましい事件が発生しました。献花の集い、追悼する会、
花壇作りなどの慰霊の取組や安全・安心なまちづくりにも多くの卒業生が協力しました。

＜2010年度＞
４月１日 島根県立大学憲章制定

６月21日 成績優秀学生表彰式。８期生からは安達尚幸さん、岩井友里恵さん、藤井康久さん、三石かおり
さんが表彰されました。

９月１日 大学歌「鳥とともに」制定
10月10日 開学10周年記念式典挙行。マスコットキャラクター「オロリン」の披露もありました。

10月16日 第７回運動会開催。８期生・石井博文さんが代表を務めました。テーマは「No Limit ～７度目の
奇跡～」。市民の皆さんや子どもたちにも競技に参加いただきました。

３月18日㈮には、島根県立大学卒業証書授与式・大学院学位記授与式が挙行されます。
市民の皆さんには、４年間あるいは２年間、学生たちを温かく見守っていただき、誠に
ありがとうございました。

▲平成21年度奨励賞受賞者の皆さん

vol.89
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

第
８
回
地
域
振
興
に
関
す
る

提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研
究・

論
文
発
表
会
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
春
学
期
（
４
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

卒業企画
卒業生の４年間、２年間。
～ 2007－2010年度プレイバック～
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浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
市
民
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
３
月
16
日
㈬　

午
後
６
時
～ 

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
演
題　
肺
癌
の
診
断
と
治
療

講
師　
小
川
正
男
さ
ん
（
呼
吸
器
外

科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む

と
と
も
に
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
た
め
の
動
機
付
け
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

受
付
開
始
日　
３
月
12
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
石
見
武

道
館
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
、
運
動
の
で
き

る
服
装
で
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

短期スポーツ教室一覧表
教　室　名 実施日（４月） 曜日 時　間 対　象 定員 参加料

フィットネス ５日・12日 火 13:30～15:00
一般男女

10 600円
がんばらない運動 ６日・13日・20日 水 10:30～12:00 40 900円
なぎなた

７日・14日 木
17:00～18:30 小学生男女 10 300円

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 10:00～11:30 幼児と保護者 30組

600円
フレッシュアップ３Ｂ

８日・15日 金
 9:30～11:00

一般男女 30気功・太極拳（昼） 13:30～15:00
気功・太極拳（夜） ９日・16日 土 18:30～20:00

　

介
護
の
分
野
で
働
き
た
い
人
を
対

象
に
、
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

臨
時
的
に
雇
用
さ
れ
な
が
ら
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取
得
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

で
の
お
試
し
勤
務
を
通
し
て
、
自
分

に
あ
っ
た
就
職
先
選
び
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

対
象　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
に
参

加
可
能
な
人
（
年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。）

募
集
期
間　
４
月
11
日
㈪
ま
で

定　
10
人
程
度

※　

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
、
解
雇
・
雇
止
め
に
よ
り

離
職
し
た
人
な
ど
を
優
先
し
ま

す
。

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所
・
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

第
１
回
「
端
午
の
節
句
」
を
開
催

し
ま
す
。
端
午
の
節
句
の
飾
り
や
振

る
舞
い
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
４
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
３
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付

き
）

定　
25
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

第
20
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

平
成
23
年
度
県
立
石
見
武
道
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

魅
力
学
講
座

～
５
節
句
の
お
も
て
な
し
～
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「
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
！
」
参
加
す
る
人
た
ち
が
、
楽
し

み
・
交
流
を
深
め
、
健
康
や
体
力
の

維
持
向
上
と“
こ
こ
ろ
”と“
か
ら
だ
”

の
「
生
き
が
い
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

を
目
的
と
し
て
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
35
歳
か
ら
60
歳

の
男
女
（
初
心
者
可
）

日　
第
１
回　

４
月
17
日
㈰

　
　

第
２
回　

５
月
15
日
㈰

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※　

第
３
回
以
降
は
、
月
１
～
２
回

の
定
期
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
１
、
０
０
０
円
（
年
会
費
）

申
込
締
切
日　
３
月
31
日
㈭

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

　

桟
敷
さ
ん
（
☎
�
０
１
６
０
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

　

一
般
社
会
人
や
学
生
を
予
備
自
衛

官
補
と
し
て
採
用
し
、
所
定
の
教
育

訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
７
月
１
日
以
降

受
付
期
間　
４
月
６
日
㈬
ま
で

一
般
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

試
験
日　
４
月
15
日
㈮
か
ら
18
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

受
験
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
る
年
齢
ま
で

の
人
（
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
）

試
験
日　
４
月
15
日
㈮
か
ら
18
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
又
は
陸
上
自
衛
隊

海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
）

【
一
般
幹
部
候
補
生
・
技
術
幹
部
候

補
生
】

　

一
般
（
飛
行
要
員
含
む
）・
技
術
・

歯
科
・
薬
剤
科
の
コ
ー
ス
か
ら
陸
・

海
・
空
各
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
平
成
24
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
ま
で

応
募
資
格

・　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
に

お
い
て
、
正
規
の
課
程
を
２
年
以

上
修
め
、
修
士
を
受
け
た
人
に
つ

　

今
年
は
、「
お
い
し
く
食
べ
て
健

康
生
活
を
実
現
す
る
薬
膳
」
に
挑
戦

し
て
み
ま
す
。
同
時
に
、
エ
コ
ラ
イ

フ
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

料　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
締
切
日　
３
月
２
日
㈬

※　

エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

　

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
〉

　

教
室
で
は
明
る
く
・
楽
し
く
・
元

気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基
本

技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出
場
で
き
ま

す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
コ
ー
ト
４
面
・
体
育
館
２
面
）

定　
先
着
50
人

料　
半
期
３
、
０
０
０
円
（
前
期
４

月
～
９
月
・
後
期
10
月
～
３
月
）

※　

任
意
で
、
年
間
６
０
０
円
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
練
習
日
に

会
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
練
習
日

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

体
験
教
室
も
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
出
可
）・
運
動
し
や
す
い
服

装
・
飲
み
物
・
晴
天
時
は
帽
子
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４

６
９
３-

０
９
１
３
）

E
m
a
il:y.k

a
w
a
k
a
m
i.ten

n
is@

docom
o.ne.jp

有

料

広

告

平
成
23
年
度
健
康
教
室

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

資
格
・
試
験

自　
衛　
官

エ
コ・ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
生
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
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い
て
は
、
28
歳
未
満
の
人

・　
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
学
校
教

育
法
に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し
た

人
又
は
、
外
国
に
お
け
る
学
校
を

卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

・
現
に
自
衛
官
で
あ
る
人
に
つ
い
て

は
、
22
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
す
べ
て
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在

第
１
次
試
験

・
筆
記
試
験　

５
月
14
日
㈯

・
操
縦
適
性
検
査　

５
月
15
日
㈰

（
飛
行
要
員
希
望
者
）

試
験
会
場　
都
道
府
県
ご
と
に
実
施

し
ま
す
（
後
日
、
個
別
に
通
知
）。

一
般
曹
候
補
生

　

陸
・
海
・
空
各
自
衛
隊
の
曹
と
な

る
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
平
成
24
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
ま
で

応
募
資
格　
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　
５
月
21
日
㈯

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
） 

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

城
下
町
浜
田
の
春
を
彩
る
「
浜
っ

子
春
ま
つ
り
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

楽
し
く
熱
の
あ
る
ま
つ
り
に
し
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
４
月
24
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

Ｐ
Ｒ
隊
・
踊
り
パ
レ
ー
ド
隊
・
子

供
奴
・
大
名
行
列
・
各
商
店
街
「
楽

市
」　

正
午
～
午
後
４
時
（
予
定
）

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
４
月
29
日
㈷
に

順
延
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

栄
町
出
発
～
新
町
～
紺
屋
町
～
朝

日
町
～
浜
田
橋
経
由
～
石
央
文
化

ホ
ー
ル
～
銀
天
街
終
点

第
１
部　
大
名
行
列
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
に
よ
る
行
列

第
２
部　
踊
り
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊

※　
「
奴
隊
」
の
参
加
者
は
、
夜
間

な
ど
の
事
前
練
習
へ
の
参
加
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
・
音
響
設
備
・
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
必
要
な
参
加
費
用
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
や
山
車
・
楽
市
の
出
店

が
伴
う
場
合
、
道
路
交
通
法
基
準

に
基
づ
き
、
規
制
や
道
路
使
用
許

可
（
申
請
料
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
の
内
容
が
分
か
る
図
面（
サ

イ
ズ
、
自
走
・
人
力
で
の
牽
引
な

ど
）
を
申
込
書
提
出
時
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
各
受
付
事
務
局
な

ど
で
説
明
し
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
各
受
付

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈫
必
着

申
・
問

大
名
行
列
・
奴
隊

　

浜
田
青
年
会
議
所
事
務
局

（
☎
�
６
６
４
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
６
５

９
）

馬
に
乗
る
殿
様
・
腰
元
・
供
侍
な
ど

　

浜
田
商
工
会
議
所

（
☎
�
３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０

０
）

踊
り
隊
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊
・
仮
装

行
列
・
音
楽
隊
・
団
体
Ｐ
Ｒ
な
ど

　

浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

市
民
の
楽
市

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所
に
所
属
の
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
や
必
要
書
類

に
記
入

出
店
場
所　
市
内
各
商
店
街
。
た
だ

し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は
で

き
ま
せ
ん
（
設
備
な
ど
は
各
自
で

準
備
）。

手
数
料　
道
路
使
用
の
場
合
は
、
警

察
へ
の
許
可
申
請
料
２
、
２
０
０

円
が
必
要
で
す
。

募
集
締
切
日　
３
月
15
日
㈫

申
・
問

・
銀
天
街
▽
「
つ
つ
み
」
広
瀬
純
さ

ん
（
☎
�
２
０
７
３
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽
「
平
安
」
金
子

奨
悟
さ
ん
（
☎
�
２
１
４
３
）

・
紺
屋
町
商
店
街
▽
「
段
原
酒
店
」

段
原
良
則
さ
ん
（
☎
�
０
３
２
３
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」
平
野

義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問  

浜
っ
子
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
０
８
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

募
　

集

’11
浜
っ
子
春
ま
つ
り
参
加
者
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あ
な
た
も
能
面
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
難
し
い
と
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
想
像
以
上
に

す
て
き
な
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

　

親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
な
が
ら

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

健
康
増
進
・
体
力
向
上
し
ま
せ
ん
か
。

　

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
遊
具
や
、
卓
球
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
親
子

で
思
い
思
い
に
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る「
で
き
る
か
な
？
」コ
ー

ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

日　
３
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

出
雲
の
戦
国
大
名
で
あ
る
尼
子
氏

と
、
世
界
遺
産
と
し
て
知
ら
れ
る
石

見
銀
山
を
は
じ
め
と
す
る
石
見
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
３
月
６
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館

演
題　
尼
子
と
石
見

講
師　
藤
岡
大
拙
さ
ん
（
松
江
歴
史

館
館
長
）

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

国
府
公
民
館
及
び
地
域
で
活
動
し

て
い
る
各
サ
ー
ク
ル
の
成
果
を
発
表

し
、
サ
ー
ク
ル
相
互
、
地
域
の
人
と

の
交
流
を
深
め
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
６
日
㈰

　

午
前
８
時
45
分
～

場　
国
府
公
民
館

問　
国
府
公
民
館
（
☎
�
１
２
７
０
）

　

浜
田
公
民
館
主
催
事
業
・
利
用

サ
ー
ク
ル
の
１
年
間
学
習
し
た
作
品

で
す
。
水
墨
・
川
柳
・
木
目
込
み
人

形
・
押
し
花
・
手
編
み
・
盆
栽
・
お

茶
席
な
ど
、
皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
12
日
㈯
は
、
午

前
10
時
か
ら
屋
外
市
場
も
開
催
し
ま

す
。
売
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
13
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

石
見
焼
を
は
じ
め
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
・
即
売
や
、
石
見

の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
野

外
会
場
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
内

会
場
の
常
時
展
示
品
が
全
品
２
割
引

と
お
買
い
得
さ
満
点
で
、
毎
年
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
石
央
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

市ホームページに掲載する
広告を募集しています

掲載期間　４月１日～平成24年３月31日（月単位）
掲載料　　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁広報情報課にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事項
を記入の上、持参又は郵送してください。「しまね電
子サービス」からも申し込めます。

問い合わせ先　本庁広報情報課広報係（☎�９１５１）

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
園
舎･

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
行
事
や

楽
し
い
体
験
が
い
っ
ぱ
い
。
園
児
と

の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
い
で
す
よ
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
20
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
　

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

す
。
同
好
会
の
結
成
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
か
ら
月
に
１
～
２
回
程
度

料　
教
材
費
用
は
実
費
自
己
負
担

申
・
問　
長
浜
公
民
館

（
☎
�
４
６
１
４
）

有

料

広

告

能
面
作
り
同
好
会
会
員

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

文
化
講
演
会

「
尼
子
と
石
見
」

第
14
回
国
府
公
民
館

芸
能
文
化
祭

浜
田
公
民
館
作
品
展
示
会・

屋
外
市
場

第
26
回
地
場
産
業
祭

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会
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県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
採
用
計
画
な
ど
の
情
報

提
供
を
行
う
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　
平
成
24
年
３
月
大
学
・
短
大
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど

卒
業
予
定
者
及
び
そ
の
保
護
者

日　
３
月
14
日
㈪

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

参
加
企
業　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し

ま
す
。

http://w
w
w
.jobcafe-shim

ane
.jp/問　
㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

（
☎
０
８
５
２
�
０
６
９
１
）

　

県
内
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
団

体
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
す
る
、
で

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
す
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
の
臨
場
感
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

日　
３
月
19
日
㈯

開
場　
午
後
０
時
45
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

料　
前
売
り
券　
　

７
０
０
円

　
　

当
日
券　

１
、
０
０
０
円

※　

小
学
生
以
下
無
料
（
保
護
者
同

伴
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

家
族
の
思
い
を
共
に
寄
り
添
い
、

自
由
に
気
持
ち
を
語
り
合
え
る
場
で

す
。
自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　
３
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

　

今
年
２
月
に
出
た
、
新
し
い
図
書

館
の
基
本
計
画
・
基
本
設
計
に
つ
い

て
学
び
、
図
書
館
作
り
の
た
め
に
、

市
民
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
３
月
20
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

問　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　

栗
栖

真
理
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
０
６

　

４-

７
９
４
０
）

　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
突
然
奪
わ
れ

た
最
愛
の
人
。
軽
す
ぎ
る
刑
法
と
厳

し
い
社
会
の
現
実
に
も
屈
せ
ず
法
律

を
変
え
た
１
人
の
母
親
が
い
ま
し
た
。

　

江
津
市
松
川
町
市
村
の
中
世
を
訪

ね
山
城
の
松
山
城
跡
へ
登
り
ま
す
。

安
芸
の
守
護
武
田
氏
と
戦
っ
た
南
朝

河か
わ

上の
ぼ
り

氏
や
福
屋
氏
の
歴
史
。
広
島

街
道
と
江
の
川
の
渡
し
場
な
ど
、
心

安
ら
ぐ
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
す
。

日　
３
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
ま
で
散
策

※　

雨
天
の
場
合
は
３
月
27
日
㈰
に

延
期
し
ま
す
。

タ
ー
（
江
津
市
）

問　
㈶
島
根
県
石
央
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

-

５
９
６
０
）

「
つ
な
が
れ
…
つ
な
が
れ
…
い
の
ち
」

　

１
人
で
も
多
く
の
大
人
や
子
ど
も

た
ち
に
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
犯
罪
・

事
故
・
い
じ
め
な
ど
、
理
不
尽
に
生

命
の
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
未
来
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
し
ま

す
。

日　
３
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
白
砂
公
民
館
図
書
室

料　
一
般　

１
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下
無
料

※　

託
児
を
10
人
ま
で
行
い
ま
す
。

問　
白
砂
公
民
館
（
☎
�
１
２
８
８
）
　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
歌
聖
・
柿
本
人
麻
呂
の
終
焉
の

地
浜
田
説
に
関
連
す
る
資
料
と
写
真

の
説
明
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

日　
３
月
30
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料 

問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ
と
案

内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

集
合
場
所　
石
央
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
前
（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

弁
当
を
持
参
し
、
山
歩
き
の
で

き
る
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
春
期
）

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

新
し
い
図
書
館
の
基
本
計

画・設
計
を
知
ろ
う
！

白
砂
地
区
人
権
同
和
教
育

映
画
上
映
会

「
ゼ
ロ
か
ら
の
風
」

第
１
０
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
43
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク
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こ
ま
２
万
点
収
蔵
の
日
本
独
楽
博

物
館
長
「
こ
ま
の
お
っ
ち
ゃ
ん
」
が

浜
田
に
や
っ
て
き
ま
す
。
１
０
０
種

以
上
も
で
き
る
日
本
の「
投
げ
ご
ま
」

の
回
し
方
や
技
の
紹
介
、
国
内
外
の

珍
し
い
こ
ま
や
伝
統
芸
の
曲
独
楽
を

大
道
芸
風
に
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、

上
演
終
了
後
に
は
「
べ
ー
ご
ま
」
や

中
国
ご
ま
（
デ
ィ
ア
ボ
ロ
）
が
体
験

で
き
ま
す
。

日　
３
月
21
日
㈷

１
回
目

開
場　
午
後
１
時
45
分

開
演　
午
後
２
時

２
回
目

開
場　
午
後
４
時
45
分

開
演　
午
後
５
時 

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
一
般　

３
、
２
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
終
了
後
は
豚
汁
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
刀
は
近
寄
り
が
た
い
危
険
な

も
の
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

武
器
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
奉
納
品

や
献
上
品
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
国

宝
な
ど
の
文
化
財
に
多
数
指
定
さ
れ

る
な
ど
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
人
か

　

金
城
町
出
身
の「
近
代
新
劇
の
父
」

島
村
抱
月
が
、
今
年
の
１
月
10
日
で

生
誕
１
４
０
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
抱
月
の
苦
悩
と
模
索
、
そ

し
て
改
革
へ
と
歩
む
生
涯
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
31
日
㈬
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

土
・
日
曜
日
の
み
開
館
し
て
い

ま
す
。
平
日
の
観
覧
は
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

申
・
問　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
�
０
１
４
６
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
５
周
年
記
念
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「
あ
い
と
地
球
と
競
売
人
」

　

地
球
環
境
保
護
を
訴
え
る
マ
ン
ガ

「
地
球
の
秘
密
」
を
描
い
た
直
後
、

急
病
で
亡
く
な
っ
た
島
根
県
斐
川
町

の
小
学
校
６
年
生
、
坪
田
愛
華
さ
ん

の
遺
志
を
モ
チ
ー
フ
に
、
１
９
９
４

年
か
ら
上
演
が
続
け
ら
れ
て
い
る
県

民
手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
７
年
ぶ

り
の
益
田
公
演
が
い
よ
い
よ
グ
ラ
ン

ト
ワ
で
！

日　
３
月
27
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

１
、
５
０
０
円

※　

３
歳
未
満
児
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

※　

前
売
券
・
当
日
券
と
も
同
料
金

問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

ら
人
へ
と
伝
え
、
残
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
世
界
に
比
類
の
な
い
素
晴

ら
し
い
日
本
刀
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

直
接
手
に
持
っ
て
鑑
賞
す
る
際
の
マ

ナ
ー
や
鑑
賞
方
法
、
刀
の
見
方
な
ど

は
指
導
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

日　
３
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時 

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室 

料　
２
、
０
０
０
円 

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

対
象　
ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、
健

康
に
自
信
の
あ
る
人
）

日　
３
月
23
日
㈬
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館
（
午
前
８

時
集
合
）

定　
50
人

料　
１
０
０
円

コ
ー
ス　
浜
田
公
民
館
→
石
見
公
民

館
→
国
道
９
号
線
→
浜
田
市
役
所

→
お
ば
せ
の
浜
会
館
→
マ
リ
ン
大

橋
→
元
浜
公
園
→
国
道
９
号
線
→

浜
田
公
民
館

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
３
月
21
日
㈷

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

料　
１
、
０
０
０
円

演
題　
実
力
を
出
し
き
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
～
発
達
障
が
い
の
理
解
と

支
援
の
た
め
に
～

講
師　
高
山
恵
子
さ
ん
（
え
じ
そ
ん

く
ら
ぶ
代
表
）

申
込
締
切
日　
３
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

こ
の
事
業
は
、
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
に
よ
る
「
こ
っ
こ
ろ
地

域
モ
デ
ル
事
業
」
の
補
助
金
を
受

け
て
い
ま
す
。

申
・
問　
松
原
小
学
校
通
級
指
導
教

室
内
浜
田
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の

会
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
２
８
１
４
）

日
本
独
楽
博
物
館

｢

こ
ま
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の

こ
ま
の
サ
ー
カ
ス｣

公
演

行
っ
た
り
来
た
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

生
誕
１
４
０
年
記
念

島
村
抱
月
パ
ネ
ル
展

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

輝
き
Ｍ
Ａ
Ｘ
！
子
ど
も
た

ち
と
出
会
っ
て
、繋つ

な

が
っ
て

～
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
を
支
点
に
し
て
～
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ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

あ
な
た
か
ら
彼
女
へ
の
愛
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
募
集
！
ア
ク
ア
ス
の
ス

タ
ッ
フ
＆
生
き
物
た
ち
が
、
あ
な
た

に
か
わ
っ
て
愛
を
告
白
！

告
白
日　
３
月
11
日
㈮
～
14
日
㈪

募
集
期
間　
３
月
４
日
㈮
ま
で

※　

当
選
者
に
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
。

日
曜
講
座

ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
作
り

　

と
て
も
よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
遊
ん
で
み
よ
う
！

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
３
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

春
の
磯
で
遊
ぼ
う

　

春
の
海
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見

つ
け
て
み
よ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
３
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ペ
ン
ギ
ン
の
館
内
散
歩
と
撮
影
会

日　
３
月
27
日
㈰
ま
で

※　

土
・
日
・
祝
日
限
定
開
催

散
歩
時
間　
正
午
～
（
約
30
分
）

ス
タ
ー
ト　
ペ
ン
ギ
ン
館
２
階
屋
外

プ
ー
ル

ゴ
ー
ル　
お
弁
当
広
場
（
ペ
ン
ギ
ン

館
隣
）

※　

撮
影
会
は
「
お
弁
当
広
場
」
で

行
い
ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
悪
天
候
な

ど
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
又
は
、

内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
春
祭
り

日　
３
月
19
日
㈯
～
21
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
中
央
広
場

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、

当
面
の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
ま
す
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

日　
３
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
２
人
が
担
当
予
定
で
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
の
継
続
相

談
か
ら
有
料
に
な
り
、
相
談
料

５
千
円
）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

　

石
見
交
通
バ
ス
の
時
刻
表
が
４
月

１
日
㈮
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
石
見
交
通
㈱
浜
田
営

業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所

（
☎
�
２
２
１
１
）

【
ま
ち
か
ど
伝
言
板
】
は
、
広
報

手
段
の
な
い
市
民
・
団
体
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

掲
載
で
き
る
記
事

・
市
民
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど（
主

に
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で

構
成
）
が
主
催
す
る
活
動
・
講
座
・

会
議
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
周
知
に

関
す
る
記
事

・
そ
の
ほ
か
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

産
業
振
興
な
ど
公
共
的
に
有
益
と

認
め
ら
れ
る
行
事
な
ど
の
周
知
に

関
す
る
記
事

掲
載
で
き
な
い
記
事

・
営
利
目
的
や
営
業
宣
伝
と
み
な
さ

れ
る
も
の

・
宗
教
又
は
政
治
活
動
と
み
な
さ
れ

る
も
の

・
特
定
の
人
の
み
を
対
象
と
す
る
も

の
・
市
外
で
開
催
さ
れ
る
も
の

・
同
じ
内
容
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て

掲
載
す
る
も
の

・
そ
の
ほ
か
、
掲
載
意
図
や
内
容
が

不
明
確
な
も
の
な
ど
、
掲
載
が
不

適
当
で
あ
る
も
の

掲
載
原
稿
の
提
出
方
法

　

日
時
・
場
所
・
内
容
・
問
い
合
わ

せ
先
な
ど
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
簡

潔
に
記
入
の
上
、
次
の
原
稿
締
切
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
原
稿
の

一
部
を
割
愛
又
は
編
集
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

原
稿
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
２
階
広
報
情
報
課
広
報
係

（
☎
�
９
１
５
１
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
４

０
）

平成23年度「広報はまだ」原稿締切日
原稿締切日 原稿締切日

５月号 平成23年３月22日㈫ 11月号 ９月15日㈭

６月号 ４月14日㈭ 12月号 10月19日㈬

７月号 ５月20日㈮ １月号 11月18日㈮

８月号 ６月20日㈪ ２月号 12月13日㈫

９月号 ７月20日㈬ ３月号 平成24年１月19日㈭

10月号 ８月19日㈮ ４月号 ２月20日㈪

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

一
斉
相
談
会（
法
律
相
談
）

石
見
交
通
バ
ス

時
刻
表
の
変
更

「
ま
ち
か
ど
伝
言
板
」へ
の

記
事
掲
載
に
つ
い
て
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,721 20,553 23,071 43,624
金 城 1,899 2,271 2,474 4,745

旭 1,438 1,555 1,688 3,243
弥 栄 718 725 806 1,531
三 隅 2,872 3,212 3,607 6,819
合 計 26,648 28,316 31,646 59,962

人　口（１月末現在）

（単位：人）

　三隅町矢原にある三隅大平桜は、推定樹齢約660年という古木の一本桜である。
目通幹囲は6.32ｍ、根元の周囲は5.38ｍと非常に太く、さらに４本の幹枝が、東
西約24ｍ、南北約29.6ｍと大きく張り出し、樹高も約17ｍを測る。
　花は白色で、満開時には、雪の小山を見るようだとも評される樹形になってい
る。しかし、幹枝は昭和10年の指定時に11本あったが、その後の火災や台風など
によって、幹枝の数も減り、現在の姿になっている。
　三隅大平桜は、巨樹であるだけでなく、エドヒガンザクラとヤマザクラが自然
に種

しゅ

間
かん

交
こう

雑
ざつ

したものであるという大きな特徴がある。エドヒガンザクラの性質と
しては、若芽が帯黄色で、幹や太い幹枝に縦方向の樹皮ができることや、ヤマザ
クラとしては、葉の形状や細い枝に横方向の縞

しま

ができることなどが観察でき、学
術上貴重であるとともに、全国に誇れる桜である。

（国指定天然記念物）

三
みすみおおびらざくら

隅大平桜
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